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スパダリ幼馴染は私のことなんて好きじゃない！




～御曹司ドクターの秘めたる執着～
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　春の陽射しを反射してキラキラ輝く白いチャペルと、頭上で鳴り響く厳おごそかな鐘の音。赤絨毯の敷かれた階段を新郎新婦がゆっくりと下りてくると、「おめでとう」の掛け声と共にフラワーシャワーの花びらが舞い散った。

　三月下旬のうららかな午後、今日は私の五歳上の姉、吉沢よしざわ奈緒なおと幼馴染の北島きたじま可唯かいの結婚式だ。

　――初恋を実らせての結婚なんて憧れすぎる。

「……羨ましいな」

　思わずポツリと呟いたところで頬に何かがそっと触れた。

「奈津なつ、もう泣くなよ」

「えっ？　……あっ」

　頬にハンカチを当てられたところで自分が泣いていることに気づく。姉がヴァージンロードを歩いて来たときも誓いの言葉を口にしたときも感無量で号泣したというのに、私はまだまだ泣き足りないらしい。隣をそっと見ると新郎の弟である北島理玖りくが心配そうに私の顔を覗き込んでいた。

　今日の理玖は高校の制服姿とは違い大人っぽい紺色のスーツとネクタイ姿でキメている。髪もハーフアップでスッキリさせているし、前髪もワックスで整えているから顔の造りがよく見える。

　――これじゃあ、また理玖がモテちゃうよ。

　いつもみたいに前髪で顔を隠してジャージかスウェット姿でいればいいのに。なんて考えるのは私の自分勝手な願望だ。それに彼の美しさはそれくらいで隠し切れるもんじゃない。実際、背が急速に伸びた中学生くらいから、理玖は確実にモテている。彼が相手にしていないだけのことで。

　――今日だって……。

　チャペルのベンチでは女性たちが理玖に見惚れていたし、今も反対側の列からこちらを指差してきゃっきゃとはしゃいでいる。私も彼女達みたいに無邪気に好意をあらわすことができたらいいのに。

「いいなぁ……」

　けれどそんなことを言ってもどうしようもない。私と理玖が幼馴染なのは変えられないし、今さら気持ちを伝える勇気もない。

　――なんて、つまらないことを考えている場合じゃないよね。

　なにせ今日は大切な二人の結婚式なのだ。記念すべき晴れ姿をしっかりと目に焼き付けておかなくては。

「……ありがとう、感動しすぎて泣いちゃった」

　自分の手のひらで目尻の涙を拭ぬぐい、無理やり口角を上げてみせた。

「奈津はさ……そんなに奈緒ちゃんが羨ましいの？」

「ふふっ、単純に幸せそうで嬉しいなって。お似合いの二人だよね」

「……無理して笑ってる」

「私はべつに無理なんて……」

　そのとき急に周囲が騒がしくなった。顔を上げると、ちょうど姉が後ろ向きで小さな花束を放り投げるところだった。チャペル挙式の定番、ブーケトスというやつだ。

「あっ！」

　ピンクのリボンが結ばれたブーケが弧こを描えがき、ゆっくりこちらに落ちてくる。女性陣が手を伸ばして騒いでいる中、ブーケはなんと、私の隣にいる理玖の手元に着地した。

「……マジか」

　理玖がブーケを手にして茫然ぼうぜんとしている。

「これって俺が空気を読んでないことになるんじゃね？」

「ふふっ、でも似合ってるよ。プロポーズ前の王子様みたい」

「奈津……」

「ん？」

「これ、奈津にあげる」

「えっ、そんな、私がもらうとか」

　狼狽うろたえつつも胸をときめかせていると、姉がこちらに歩いてくる。

「奈津、理玖がせっかくくれるって言ってるんだしさ、あなたがもらってよ」

「そ、それじゃあ……うん」

　理玖が差し出してきたブーケを両手でそっと受け取った。これではプロポーズをオーケーする恋人みたいだ。そんなことは有り得ないのに。

　――ああ、やっぱり好きだなぁ。

「理玖、ありがとう」

「あ、ああ。俺が持ってるのも恥ずかしいし」

「うん、わかってる」

　――ちゃんとわかってるよ、期待なんてしないよ。

　理玖と私じゃ月とスッポン。どんなに願ったって幼馴染以上になれやしない。それでも私は理玖からのプレゼントが嬉しいんだ。

　いろんな感情が胸の内でぐるぐると渦巻いて、止まったはずの涙が込み上げてしまう。

「ほら、もう泣くなって」

「ごめん、やっぱりちょっと寂しいのかも」

「……奈津には俺がいるだろ」

　彼が再びハンカチで私の涙を拭いてくれた。

「理玖は優しいね」

「まあ、幼馴染だし」

　そうだよね。幼馴染じゃなければこんなふうに慰めてももらえない。

　――今さら好きだなんて……そんなの絶対言えないよ。

　告白すれば振られるのは確実だ。そのうえ幼馴染として近くにいることもできなくなるなんて、そんなのもっと嫌だ。

　だから私は今の関係を保ち続ける。自分の気持ちを隠したままで。






　私はこの美しい幼馴染に、何年も片想いを続けている。
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１、幼馴染の二人












「――今日からこちらでお世話になります。どうかよろしくお願いします」

　地下一階、地上三階建ての病院の三階奥にある院長室。事務長の隣で私がうやうやしく頭を下げると、重厚なデスクの向こう側で北島空也くうや院長が立ち上がった。

「まあまあ、奈津ちゃんと私の仲だ、硬くなる必要はないよ」

「ですが、病院では院長と秘書なので」

　私の言葉を受けて、院長が事務長へと顔を向ける。

「事務長、ここまで案内してくれてありがとう。あとは私から説明しておくから」

　彼が目配せすると事務長は会釈して院長室から出て行った。それを見届けた院長が机をまわり込んでくる。

「とりあえず座ろうか、仕事の説明はそれからだ」

　二人で応接セットの椅子に向かい合って座ると、院長は昔ながらの柔和な笑顔で話しかけてきた。

「それにしても災難だったね。モラハラな会社なんて辞めて正解だったよ、うん」






　梅雨つゆ明け直後の七月下旬、今日は私の『北島整形外科クリニック』初出勤の日だ。前の職場を一ヶ月前に退職し、二十九歳を目前にして心機一転の再就職となる。

　私は大学を卒業後、都内の中小企業でグループ秘書として働いていた。昨年、社長の息子が専務になると、彼からのセクハラや度重なる接待への呼び出しに悩まされるようになった。

　身長が百五十五センチしかなく童顔な私は幼く見られがちだ。営業先の人からは新卒の若者と勘違いされることが多く、既に二十代後半だと告げると大抵驚かれてしまう。専務はそんな相手の反応が面白かったようで、何かと私を連れ出し『こう見えても胸はあるんですよ』とか『ロリコンにはたまらないでしょう？』などと肩を抱き寄せネタにする。廊下ですれ違いざまのボディタッチも常習化していた。

　上司に相談したものの、社長の威光いこうを恐れてか対処してもらえず、そればかりか『吉沢さんが可愛がられている証拠だから』とか『それくらいで文句を言っていては秘書など務まらないよ』と諭さとされて。

　耐えきれなくなった私は退職を選び、アパートを引き払って実家に帰ってきた。

　私の両親は伊豆いずの海辺に中古の一軒家を購入してセカンドライフを満喫中だ。私が退職した直後には都内のマンションまで様子を見に来ていたのだが、食欲が戻った姿を見て安心したのか、『しばらくのんびりすればいい』と言い残して十日間ほどで伊豆に帰っていった。

　両親はああ言ってくれたものの、いつまでも実家に引き篭もっているわけにいかない。マンションをいずれ賃貸か売りに出すという話が出ていたのも知っているので、早く再就職して家を出たいという焦りもあった。

　そんなときに声をかけてくれたのが、北島のおじさま……『北島整形外科クリニック』院長だ。

『院外の仕事も増えていて、スケジュール管理をしてくれる秘書がほしいと思っていたんだ。どうだろう、私の個人秘書をしてもらえないかな』

　そう請われ、院長専属の医療秘書として働かせてもらうことになったのだ。






「――秘書と言っても電話の応対やスケジュール管理くらいなものなんだ。徐々に仕事を覚えてくれればいいよ」

「はい」

　戦力外だと言われているようで情けないが、実際私は医療に関する知識はさっぱりだ。秘書の経験があるといってもここでは即戦力に程遠い。

　こんな私を雇ってくれたのは、両親から相談されたか隣のよしみで私を心配してくれたからなのだろう。申し訳なくはあるけれど、他の職場で働くのは正直まだ怖い。今は北島のおじさまのご厚意に甘えさせてもらおうと思う。

「今日はクリニックのスタッフに顔見せをしたら、必要書類を提出して帰っていいからね」

「いえ、今日からできることをさせてください」

　同情で雇やとってもらったにせよ、しっかり務めを果たしたい。食い下がる私に院長が首を横に振る。

「奈津ちゃん、いきなり無理は禁物だ。今日のところはうちの施設とスタッフの顔ぶれを見ていってくれればいい。リハビリ期間だと思ってゆっくりやっていこう」

　肩にポンと手を置かれ、院長の優しさが心に沁みる。瞼まぶたの裏がジンと熱くなった。

　――気を遣わせてしまっているな。だけど……。

「ありがとうございます。私は秘書として、おじさま……じゃなくて院長のお役に立てるよう、医療のことも頑張って勉強したいと思います。これからよろしくお願いします！」

　私は姿勢を正すと院長に向かってお辞儀した。

　今はまだ足手纏あしでまといかもしれないけれど、私に声をかけてくれた院長の恩に報いるためにも頑張ろうと心に誓う。

　――私を雇ってよかったと思ってもらいたい。医療報酬や保険についてもちゃんと勉強しよう。

　メモを片手に頷きながら、院長みずからの案内で院内を順番にまわっていった。






『北島整形外科クリニック』は、整形外科、内科、麻酔科、リハビリテーション科を有する整形外科の治療に特化したクリニックだ。二階にある十九床の病室はすべてがシャワー、トイレ付きの個室になっており、応接セットや冷蔵庫、大型テレビに折りたたみ式の補助ベッドまで完備されている。スパやレストランなど施設が充実していることに加え院長の名声もあって、セレブの患者が多く利用しているらしい。

「広くて綺麗で、本当にホテルみたい。テレビで紹介されるのも当然ですよね」

　北島空也院長は日本における人工股関節の手術手技では第一人者と称されており、テレビのコメンテーターや医療ドラマの監修などもしている有名人だ。実際私も院長が解説者としてテレビで語っている姿を何度か観たことがあるし、実家の居間にある本棚には彼の著書が何冊も並んでいる。

「早く理玖にクリニックを任せて講演会や執筆業だけにシフトしたいんだけどね。あいつが一人前になるにはもう少し時間がかかりそうだな。見合いにも興味がなさそうだし」

「お見合い……ですか」

「そう、親戚が持ってきた話を速攻で断ってたよ。まだ結婚する気はないそうだ」

　――そうか、もうすぐ二十九歳になるんだし、結婚話が出てもおかしくないよね。

　私がどうこう言う資格がないことはわかっている。それでも彼がまだ結婚する予定がないことにホッとした。

「そういえば、可唯くんはもうすぐ学会があるみたいですね」

「研究ばかりで奈緒ちゃんに迷惑をかけてなければいいんだが」

「とんでもない！　相変わらず優しいって、電話で姉が惚気のろけてました」

　長男の可唯くんは医師を目指さず研究者になった。今は大学の研究室で遺伝子学の研究を続けながら、私の姉である奈緒と五歳の長男、唯央いおと都内のマンションで家族三人仲良く暮らしている。そのため、大学病院で整形外科医をしている理玖がクリニックの後継者になるのは周知の事実なのだ。

「理玖は大学病院で後期こうき研修中だが、二年後には専門医の資格を取って帰ってくる。そのときは奈津ちゃん、あいつの面倒を見てやってくれるかな」

「面倒なんてそんな……でも、はい、頑張ります」

　――そうか、理玖がここで働くようになったら毎日のように顔を合わせることになるんだ。

　嬉しいような困るような。けれどやっぱり会えたらときめいてしまうに違いない。

　そんな気持ちを押し隠し、施設の説明をうけながら一階のフロアを歩いていると、従業員通用口のある廊下のほうから見知った人物が歩いてくるのが見えた。

　――あっ……！

「おっ、噂をすれば……だな」

　院長と私が足を止めると、白衣を羽織った美男子が真っ直ぐこちらに近づいてくる。彼は白衣のポケットに両手を突っ込んだまま私たちの前で立ち止まった。

「おお、理玖か、急にどうしたんだ。バイトに来るのは週末じゃなかったか？」

「そうだけど……夜勤明けで時間があったから、父さんのオペを見学していこうかと思って。なんなら助手に入るけど？」

　院長に答えてから、理玖がこちらに視線を移す。目が合って、私の心臓がドキンと跳ねた。

「……よっ、久しぶり」

　相変わらず綺麗な顔だ。後ろで髪を一つに結んでいるから顔の輪郭がくっきり見えている。今はもう隠す必要もないのだろう。

「あっ、うん、久しぶり……です」

　緊張しながら声を出すと、理玖がふわりと目を細めた。

「ふっ、なんで敬語」

「えっ、いや、あの……」

　しどろもどろになっていたら、院長が左腕のスマートウォッチを確認しながら理玖に話しかけた。

「ちょうどいい。オペの手伝いはいいから奈津ちゃんの案内を頼めるか？　私は今のうちに入院患者の回診を済ませてくるよ」

　――案内？　理玖が!?

「そんな、理玖だって夜勤明けなら疲れてるだろうし」

　――私なんかの相手はしたくないだろうし。

　そのはずなのに、なんと彼は文句の一つも言わずに「わかった」と素直に頷いた。戸惑う私を置いたまま、院長はエレベーターに乗り込んでいく。

「えっ、嘘……っ！」

　思わずこぼした呟きを聞かれてしまったらしい。理玖がピクリと片眉を上げた。

「悪かったな、俺に交代で」

「そ、そんなことないけど……理玖こそ迷惑なんじゃないの？」

「迷惑じゃないし……それにこれは、院長命令だから。嫌なら事務長に頼もうか？」

「い、嫌じゃない！　理玖がいい！」

　思わず声が大きくなってしまった。顔を熱くしながら「よろしくお願いします」と俯くと、理玖が「行くぞ」と先に立って歩きだす。

「あっ、待ってよ！」

　慌てて私も小走りで彼に並んだ。

　――ああ、理玖だ……。

　予期せぬ再会に鼓動がどんどんうるさくなる。彼と顔を合わせるのも、ましてやこんなふうに並んで歩くのも久しぶりのことだ。

　――本当に、本当に久しぶりだ……。






　＊＊＊






　私と理玖は生まれる前からの幼馴染だ。我が家と北島家は同じマンションのお隣さんで、妊娠前から家族ぐるみの付き合いをしていたからだ。

　可唯くんと理玖は異母いぼ兄弟で、可唯くんを産んだお母さんは彼が三歳のときに病気で亡くなっている。北島家が大変だった時期は私の両親が可唯くんを預かったり料理の差し入れをしていたそうで、今でも北島のおじさまは恩を感じているらしい。

　おじさまが再婚して理玖が生まれ、その一ヶ月後に私が生まれた。私たちは幼稚園から高校までずっと一緒で、隣にいるのが呼吸するみたいに当たり前だったのだ。






　理玖のお祖母ばあさんはフランス人で、日本人の夫を亡くしてからはパリ十五区のマンションで悠々自適ゆうゆうじてきの暮らしをしている。彼女は日本に来るたびにたくさんのお土産を買ってきてくれた。大人たちには瓶入りの黒トリュフや高級ワイン、子供たちには可愛いパッケージのお菓子や紅茶。カタコトながら上手な日本語で説明してもらえるのが楽しみだった。

　そういうわけで理玖はクォーターなのだが、どうやら祖母の血を色濃く受け継いだらしい。色素しきそ薄めで髪も瞳の色も茶色がかっており、白い肌にバシバシの長いまつ毛と赤い唇が映えている。まさしくフランス人形みたいに可愛らしい顔つきをしていたため、幼い頃にはしばしば外国生まれの女の子と間違われていたものだ。

　近所の悪ガキたちにとってはそれが格好のネタになった。

「おまえって外人なんだろ？　英語を話してみろよ」

「ナヨナヨしてるからマジで女なんじゃね？　チンチンついてんの？」

　学校の行き帰りだったり公園だったりで何かと絡まれ揶揄からかわれる。

「理玖をいじめないで！　理玖はちゃんと男の子なんだから！」

　その頃の私はどうにかして理玖を守ってあげなくてはと必死だった。当時はまだ私のほうが少しだけ背が高く、弱くて泣き虫な理玖には私がついていなくちゃ……とお姉さんぶっていた。子供心に母性のようなものを感じていたのかもしれない。けれど私が庇かばうたび、「女に庇ってもらってんじゃん！　やっぱり弱虫の男女おとこおんなだ！」と逆に揶揄いのネタにされる。一度勇気を出して詰め寄ったときは、肩を押されて勢いよく転んだ挙げ句に手のひらを擦りむいただけだった。そのあと理玖も彼に向かっていったものの、胸を押されてあっけなく尻餅をついていた。

　そんなときに助けてくれるのは可唯くんと姉の奈緒の二人組だ。

　可唯くんは私たちの八歳上で、落ち着いた雰囲気の穏やかで優しいお兄ちゃん。けれど空手を習っていて文武両道の優等生だ。姉の奈緒は可唯くんより三つも年下ながら、口では負けないくらい気が強く、ハキハキしていて社交的。子供っぽい私と違って華やかな顔立ちの美人だ。

　彼らはいじめっ子たちに取り囲まれている理玖と私を見つけると、勢いよく飛んできてはいじめっ子を追い払ってくれた。懇々と説教をして言い聞かせるタイプの可唯くんと、拳をブンブン振り回して威嚇いかくする姉のコンビは傍目はために見てもお似合いで、のちに二人が結婚するのも当然の流れだったと思う。

「奈津ちゃん、また理玖を庇ってくれたんだね、ありがとう。でも無茶をしちゃいけないよ。傷が残ると大変だ、帰って消毒をしようね」

　可唯くんが私に向かって優しく微笑んだ。

「……はい」

　――私、格好悪かったな。

　お姉さんぶっておいて何もできなかった自分が恥ずかしくなってくる。

　意気揚々と去っていく二人の後ろ姿を見つめながら、私は自分の無力さを痛感するばかり。

「……奈緒ちゃんはいつも格好いいな。可唯も」

　理玖の言葉に胸の奥がギュッとなる。

「う、うん……」

　――どうして私は可唯くんやお姉ちゃんみたいになれないんだろう。

「ごめんな、奈津、俺のせいでごめん」

　うっすらと血が滲にじむ私の手のひらを見つめて理玖が泣く。

　――泣かないで、理玖。

　理玖は悪くなんかない。守ってあげられなくてごめんね。弱くてごめんね。

　怖くて悔しくて、弱い自分が情けなくて。

　――私だって理玖を助けたいのに。

　私ももっと年上だったら理玖を助けられたのかな。もっと身体が大きかったら、あんなふうにいじめっ子を追い払えたのかな。

「お姉ちゃんはいいな……」

　五歳上の姉を頼もしく思いつつ、同時に劣等感も抱いていて。私よりずっと大人で堂々としている彼女を、いつも羨ましく思っていた。






　小学校高学年になった頃、理玖が剣道を習い始めた。

「えーっ、どうして誘ってくれなかったの？　だったら私も通いたい」

　母から話を聞いた私が問い詰めると、理玖は首を横に振った。

「俺は一人で通いたい。奈津は奈津で好きなことをすればいいじゃん。とにかくおまえは道場に来るな」

　内緒にされていたばかりか一緒に習うのも駄目だという。寂しいしショックだったけれど、あんなにはっきり拒絶されてしまえば仕方がない。試合も観にくるなと言われてしまったため、私はついぞ彼の勇姿ゆうしを拝おがめないままだ。思えばあの頃から、理玖は私から距離を置こうとしていたのかもしれない。






　理玖が急成長したのは中学校に入ってから。あっという間に私の身長を追い越してしまい、チビで泣き虫だった面影はすっかりなくなってしまった。

　彼は日本人離れした容姿をジロジロ見られるのが嫌で、前髪を伸ばして顔を隠し、なるべく目立たないように努力していた。けれどそんな程度では彼の美しさを隠しきれるわけがない。あっという間に彼の噂が知れ渡り、校内のみでなく他校の女子生徒にもモテだしてしまう。

「ねえ、今さら顔を隠したって仕方ないよ。前髪を切って背筋をシャンと伸ばしたら？」

　私の言葉に理玖は唇を尖らせる。

「嫌だよ、これ以上目立ちたくない。俺の顔を知ってるのは、俺の家族と奈津んちだけで十分だ」

「もう、勿体無いなぁ」

　そんなことを言いつつも、私以外の女子にはぶっきらぼうで積極的に話そうとしない理玖に嬉しさも感じてしまっていて。私が彼への恋心を自覚したのは、たぶんこの頃だったと思う。

　それと同時に私自身も周囲の目を意識せざるを得なくなってきた。理玖が登下校を一緒にしている幼馴染、理玖が唯一親しくしている女の子として学校内外の女子から注目されるようになったからだ。

　彼女たちの嫉妬と羨望せんぼうは、ときに嫌がらせという形で私に向けられた。廊下ですれ違いざまに『ただの幼馴染っていうだけで一緒にいられるなんてズルい』と嫌味を言われたり、『不釣り合いだ』と鼻で笑われたり。

　誰に言われるまでもなく、そんなことは私が一番わかっている。理玖への劣等感が少しずつ少しずつ積み重なって、『私は理玖がチビで泣き虫な頃から知ってるんだよ。今さら好きとか嫌いとかないし』なんてクラスメイトに強がってみせたりして。

　それでも彼の近くにいられればいいと思っていたけれど……。






　高校に進学すると特進クラスの理玖と一般クラスの私で校舎が別れ、彼が剣道部に入ったこともあって幼稚園からずっと一緒だった登下校もバラバラになった。そのうえ理玖が医学部専門の予備校に通いだしたため、二人で過ごす時間も会話も減ってしまった。

　勉強の邪魔をしたくないからとメッセージを送るのを控えていたら、彼からのメッセージもグンと減った。私から近づいていかなければ、しょせんこんなものなのだ。剣道の大会でも活躍している彼はますます人気者になっていく。

「ねえ、北島くんって彼女はいるの？」

「剣道部のマネージャーしてる先輩が北島くんに告白したらしいけど、付き合うのかな」

「予備校で同クラの子と付き合ってるって聞いたけど本当？」

　一般クラスの女子から情報がほしいと言われるけれど、私が知ってることなんて彼の住所や家族構成、それとピーマンが苦手なことと昔はチビで泣き虫だったことくらいだ。理玖の交友関係に関しては私よりも皆のほうが把握していると思う。彼のクラスメイトや塾の仲間、そして恋人の有無だって。

　友達からは理玖と幼馴染で羨ましいと言われたけれど、私にしてみたら皆のほうが羨ましい。だって『ただの幼馴染』じゃなくて『一人の女の子』として見てもらえるから。家族ぐるみで付き合いがある『お隣さん』に告白する怖さを知らずにいられるのだから。






　私たちが高校を卒業した年の春、可唯くんと姉が結婚した。幼い頃からの初恋を成就させての純愛婚だ。

　姉が嫁ぐ感動と喜び、そして若干の寂しさで泣きじゃくる私を理玖が慰めてくれて。彼の優しさに『ああ、やっぱり好きだなぁ』と自分の気持ちを思い知らされた。

　けれど私はチビで無力なままで。お姉ちゃんみたいな美貌も行動力も持ち合わせていなくて。

「……羨ましいな」

　――今さら好きだなんて……そんなの絶対言えないよ。

　告白すれば振られるのは確実だ。そのうえ幼馴染として近くにいることもできなくなるなんて、そんなのもっと嫌だ。臆病な私は振られる勇気も幼馴染の立場を失う覚悟も持ち合わせていなかった。

　――だからこのままでいい。

　理玖への想いも胸の痛みも心の奥に閉じ込めて、私はそのままの関係でいることを選んだ。

　幼いあの頃からずっと、私は理玖に叶わぬ恋をしたままだ。






　＊＊＊






　――もうとっくに諦めたはずなのに……。

　久しぶりの再会でセンチメンタルな気分になってしまった。懐かしさと切なさで胸をいっぱいにしていたら、理玖も一応懐かしくは思ってくれたらしい。

「本当に久しぶりだな。神社でチラッと会って以来だから……もう二年くらいになるか」

「そうだね、お正月だから二年半かな」

　高校卒業後、有名私立大学の医学部に進学した理玖はマンションで一人暮らしを始めた。勉強とバイトが忙しいからと実家にもほとんど寄り付かず、お盆や正月にちょっと顔を出す程度。私も自分の大学近くのアパートに引っ越したためすれ違うことが多く、滅多に理玖に会えなくなってしまった。そればかりか偶然マンションのエントランスで出くわしても「おう、じゃあな」とそっけなく去られてしまう。──もしかして、私が何かしでかした？

　大学で新しい出会いがあったのか、何か心境の変化があったのか……と思いを巡らせたところでふと気づく。

　──ああそうか、もうお姉ちゃんがいないから。

　理玖の目線の先にはいつも私の姉がいた。賢く綺麗で勇敢で、誰もが惹かれずにいられない。その姉が家を出てしまった今は、私を理由に会いにくる必要がなくなったのに違いない。

　そう考えたら全ての辻褄が合ってくる。そうか、そうなんだ。私だけでは話す価値さえなかったんだ。

　だから私からも理玖に連絡を取るのをやめた。今ではメッセージも送っていない。きっと一軍には一軍の付き合いがあるのだろうし、未練たらしく付き纏まとうようなことはしたくないから。

　それでも両家の付き合いが深いので、たまに帰れば何かと彼の話題が耳に入る。

『理玖くんは大学でモテモテらしいぞ。「彼女はできたのか。女の子が寄ってくるんじゃないか？」って聞いたら、「まあ、そこそこ」なんてスカして答えてたからな』

『理玖くんが家庭教師先の女子生徒に好かれてしまったらしくて、クリニックのほうにマンションの住所を聞きに来たらしい。モテすぎるのも大変だな』

　なんて、北島家で飲んできたという父がほろ酔い加減で語っていた。






　最後に会ったのは二年半前のお正月。学生時代の友人たちと神社に初詣はつもうでに行ったところ、鳥居の下に立っている理玖を偶然見かけたのだ。

「あっ、理玖……！」

　私の声に理玖がこちらに目を向けた。

　――新年の挨拶くらいなら避けられたりしないよね？

　彼のほうに一歩踏み出したそのとき、艶あでやかな振袖姿の女性が理玖に駆け寄っていくのが見えた。白いショールと結い上げた髪が華やかで、理玖の隣に立つとお似合いのカップルだ。一方の私といえばセーターとジーンズにダウンジャケットを羽織っただけの普段着。

　――ああ、恥ずかしい。

　そう思ってしまった私はその場にいるのが居た堪れなくなって、二人にぺこりと頭を下げただけで足早にそこから立ち去ってしまった。

　――大学病院の同僚？　ううん、二人きりで会っていたから彼女なんだろうな。

　――そうか、お父さんから聞いたとおり、相変わらずモテてるんだ。ふーん、そうなんだ。

　それきりなんだかんだと実家に帰るのを避けて、理玖の顔を見ずにきたけれど……。






　――以前にも増して格好よくなったな。

　二年半ぶりの彼は白衣が似合う立派なドクターになっていた。眩しいほどの美貌は相変わらずだけど、そこに大人の色気も加わった気がする。

　――凛々りりしくなったのかな。少し筋肉がついた？

　並んで歩きながらチラチラと横顔を盗み見ていたら、こちらに顔を向けた理玖と目が合ってしまった。

「……なに？」

「えっ？　あっ、相変わらずモテてそうだな～って思って？」

「……モテねーよ、べつに」

「またまた、そんなこと言っちゃって～」

　冗談めかして誤魔化したら、理玖が不満げに眉根を寄せた。

「……そっちこそ、最近どうなんだよ」

「どうって？　ああ、私は全然。相変わらずモテないよ～。」

　ハハッとおどけてみせても理玖はやっぱり不満げだ。

「……そういうことじゃなくて」

「んっ？」

「そうじゃなくて……体調はどうなんだよ」

　――あっ！

　ようやく理玖の真意を理解した。彼が聞きたいのは交友関係なんかじゃない、私の近況を知りたいのだ。

　きっと私が会社を退職したことや体調を崩して伏ふせっていたことを親から聞いていたのだろう。

　――だからこうして案内を引き受けてくれたんだ。

　理玖とは物理的にも心理的にも距離がひらいてしまったと思っていたけれど。

　――そうか、それなりに心配してくれているんだな。

　胸の奥がほんわりと温かくなって、なんだか泣きたいような気分になった。

「ありがとう、大丈夫だよ。おじさまに雇ってもらえてやる気満々だし。あっ、医療秘書ってレセプト業務もできたほうがいいんだよね？　医療事務の資格って取るのが難しいのかな」

　焦ってやけに早口で捲まくし立てていると、理玖がいきなり足を止める。

「馬鹿か、いきなり全速力で走ってどうするんだよ」

「えっ……」

　二十七センチ上から険しい顔で見下ろされ、私は思わず言葉を途切れさせた。長い付き合いだからわかる、彼は今、なぜだかわからないけど怒っている。

「どうするって……だって、せっかく働かせてもらえるんだから頑張りたいに決まってるし……」

　語尾を弱くして答えると、理玖があからさまにため息をつく。

「だから頑張らなくていいって言ってんの。奈津は自分のキャパをわかってないだろ。第一、セクハラとかモラハラの被害にあったんならもっと休んでたっていいんだ。どうしてこんなとこに来てるんだよ」

「こんなところって……おじさまの大事なクリニックなのに」

「だからそういう意味じゃなくて……ああっ、もう、腹立つわ！」

　理玖が顔をしかめてガシガシと乱暴に頭を掻いた。

「会社で辛い思いをしてたんならさ、耐えきれなくなる前にどうして一言相談してくれなかったんだよ。うちのクリニックで働くことも、父さんから聞かされてビックリしたわ。おまえ、本当に連絡してこないよな」

　矢継ぎ早に言い立てられて、なんだかカチンときてしまう。

　――連絡してこないって、そんなの理玖のほうが……。

「先に私を避け始めたのは理玖のほうでしょ？　お父さんから聞いたよ、相変わらずモテてるんだってね。彼女がいる人にただの幼馴染がしょっちゅう連絡なんてできるわけないよ」

「彼女なんて、俺は……」

　そのとき前方のエレベーターから男女の二人組が降りてきた。スーツ姿の男性が女性に言葉をかけてその場を離れ、残された女性が松葉杖をつきながらふとこちらに顔を向ける。その目が一瞬にして驚愕きょうがくに見開かれた。

「あっ、理玖先生！」

　顎の尖った小さな顔と、ノースリーブワンピからスラリと伸びた長い手足。くっきりと浮き出た鎖骨にストレートのロングヘアが垂れている。右足に巻かれたギプスが痛々しいが、それ以外は見事に均整がとれた身体つきだ。モデルみたいに綺麗な彼女が杖をつきながら満面の笑みで近づいてきた。

　いや違う、彼女はモデルみたいじゃなくて……。

「まゆみ姫ひめ！」

　彼女は『まゆみ姫』の愛称で知られているモデルの『花絵はなえまゆみ』に違いない。お姫様カットの黒々とした髪と切長きれながの目が特徴的なクールビューティーだ。

　たしか理玖や私と同年代。二十代後半の独身女性のアイコン的な存在で、ファッション誌の表紙を飾るのみならずテレビの情報番組などでも見かけるため、芸能人にそれほど詳しくない私でも知っている。

　思わず声をあげた私に花絵さんが妖艶な笑みを浮かべてみせる。

「どうも、花絵まゆみです」

　彼女はすぐさま理玖へと視線を移し、「理玖先生、今日は大学病院じゃなくてこちらだったんですね。知っていたらご挨拶に伺ったのに」と上目遣いで話しかける。

　――ああ、そうか。

　その声のトーンと理玖を見上げる思わせぶりな視線でわかってしまう。たぶん彼女も理玖のことが好きなのだ。その証拠に彼女は「今、地下のリハビリセンターで特注の松葉杖を試してきたんです。これ、テレビ用なんですよ。ラベンダー色って素敵でしょ？　先生が使い方をご指導くださると嬉しいんですけど」、「マネージャーが車を取りに行ってるんですけど、一緒にお食事に行きません？　今後の治療の相談もしたいし」と積極的に誘っている。

「ああ……すみません、僕はまだ仕事中なんで」

　理玖が申し訳なさそうに断ると、花絵さんの視線がチロリと私に向けられる。

「仕事って……この方は理玖先生の患者さんですか？　先生はクリニックではバイトだから自分の患者を持たないって言ってませんでしたっけ？　だから私の主治医になってくれなかったんですよね？」

「いや、彼女はうちの秘書です」

　矢継ぎ早な質問を遮るように、理玖が短く言葉を挟む。花絵さんの右眉がピクリと上がった。

「秘書……ですか。病院にもそんな役職があるんですね。もしかして院長先生の？　まさか理玖先生の秘書じゃないですよね？」

「彼女は院長の個人秘書ですよ。花絵さん、そろそろロータリーに車が来るんじゃないですか？　それではお大事にしてください」

　理玖は当たり障りのない挨拶で会話を打ち切ると、私に「行こう」と促した。

「理玖先生……あっ！」

　一歩踏み出した花絵さんがバランスを崩し、理玖のほうへと倒れ込む。松葉杖が廊下にカランと落ちるのと同時に理玖が彼女を抱き止めた。

「先生、ごめんなさい。まだ新しい松葉杖に慣れてなくて……エントランスまで一緒に行ってくれませんか？」

　パチパチと瞬まばたきを繰り返しながら切長の目で理玖を見上げている。

「たしかにまだ不安定ですね。転んでは大変だ、車椅子に座りましょう」

「はい」

　嬉しげに微笑む彼女に頷いて、理玖が近くにいるスタッフに声をかけた。

「すみません、彼女を車椅子でエントランスまで連れて行ってあげてもらえませんか？　ロータリーにマネージャーさんの車が来るとのことなので」

「えっ、先生は付き添ってくれないんですか!?」

　指示を受けたスタッフがすぐさま車椅子を持ってくると、花絵さんは渋々という様子で従った。私がスタッフに松葉杖を手渡してから花絵さんに「お大事に」と声をかけると、彼女は剣呑けんのんな目つきを私に向けながらも「どうも」と一声返して唇を引き結ぶ。

　去っていく車椅子を見送ってから、私たちは再び並んで歩きだす。

「花絵さんは俺が当直のときに診みた患者なんだ。足そく関節果か部骨折……くるぶしのあたりの骨折で、一週間前に手術をしたばかり」

　地下へと向かうエレベーターの中で、理玖が彼女について説明してくれた。

　自宅で階段を踏み外した花絵さんがマネージャーと共に深夜このクリニックを訪れたこと、当直をしていた理玖が診察と処置を施ほどこしたこと。院長が主治医になり一週間前にスクリュー固定の手術をし、花絵さんの希望でその場に理玖も立ち会ったということ。

「最初に診察はしたけれど、俺は主治医ではないし、基本的にはもうノータッチだから」

「そ、そうなんだ」

「奈津は予約確認で彼女やマネージャーと連絡を取り合うことになると思う。困ったことがあれば俺に教えろよ」

　理玖は彼女の好意に気づいている。そのうえで自分が必要以上に関わることはないと伝えてくれているのだ。これはただ単に、院長の秘書となる私に状況説明とアドバイスをくれているだけのこと。わかっているのに妙にソワソワしてしまう自分がいる。

　久しぶりの再会でこんなに優しくしないでほしい。うっかり期待しそうになってしまうから。

　――って、理玖のことを全然諦あきらめきれてないじゃん！

「……彼女は理玖に送ってほしかったんだよ。私なんて放っておけばよかったのに」

　本当は彼女の誘いを断ってくれて嬉しかったくせに、花絵さんじゃなくて私を選んでくれてよかったと思っているくせに。どうして私はこんなにも素直になれないんだろう。

「俺の今の仕事は奈津の案内だし、車椅子を押すだけなら俺じゃなくてもいいし」

「ふーん」

「なんだよ、やっぱり俺が案内じゃないほうがいいのかよ」

「そんなこと、ないけど」

　――ああ、私って可愛げない！

　長年積み重なったコンプレックスと幼馴染の呪縛じゅばくは強力で。私の恋心はこうして堂々巡めぐりをするばかりだ。






　それから地下のリハビリセンターや検査室をまわる。放射線部門で挨拶を済ませたところで女性スタッフたちが理玖に笑顔で話しかけてきた。

「理玖先生、あとで食事とかどうですか？　私たち、今日の仕事帰りに他のスタッフと皆で近所の居酒屋に行こうって話してるんです。先生も参加してくださいよ！」

　──うわっ、ここでもモテてる！

「いや、今日は用事があるので……」

　理玖がチラリと私を見ると、彼女たちの視線も私に集まる。

　──あっ。

「そ、それじゃあ、私はここで。理玖先生、案内をありがとうございました」

　私は慌てて頭を下げてエレベーターへと向かう。これからこのクリニックでお世話になるというのに、女性スタッフから『空気が読めない女』などと嫌われたくない。






　足早にその場を去ると、到着したエレベーターに乗り込んだ。一階のボタンを押したそのとき。

「ちょっと待てよ！」

　焦った声と共に、扉をこじ開けるようにして理玖が飛び込んできた。扉が閉まると一つ大きく息を吐き、胡乱うろんな目つきで私を見下ろしてくる。

「おまえ、自分だけ逃げようとするなよ、ズルいだろ」

「ズルいって、そんな……私はただ、お邪魔しちゃ悪いと思って」

「邪魔じゃない。邪魔じゃないから……変に気を使うなよ」

「……うん、わかった、ごめん」

　エレベーターを一階で降りたところで理玖が私に向き直る。

「あとは事務室で書類手続きをするだけだな。今日は疲れただろう？　あとは帰ってゆっくり休め」

「疲れたなんて、全然だよ！　でも、院長も理玖も、いろいろ気を遣つかってくれてありがとう。これからよろしくお願いします」

　ここで理玖とはお別れだ。次にバイトに来るのは週末だと言っていた。また平日に来ることはあるのだろうか。

　――今度会えるとしたら、いつになるんだろう。理玖はこのあとさっきのスタッフさんたちと飲みに行くのかな。

　喉元まで込み上げた質問を呑み込むと、私は無理やり笑顔を作る。

「それじゃ、またね」

　右手をひらりと振って事務室へと足を向けた。

「なあ、本当？」

「えっ、何？」

　理玖の声に振り向くと、彼が真っ直ぐに私を見つめていた。

「奈津は本当に疲れてないの？」

「うん、本当だって。元々今日は一日働くつもりでいたんだし。心配してくれてありがとう」

「だったら食事に付き合ってよ」

　――えっ？

「俺はラーメンがいいな。奈津は？」

「ちょっと、勝手に決めないでよ。理玖はオペの見学があるし、それにさっき、今日は用事があるって……」

「そんなの断る口実に決まってるだろ。オペだって手伝いは必要ないって言われたし、見学も急に思い立っただけだからいいんだ。せっかく奈津に会えたんだからもう少し話したい」

　──そうか、彼女たちの誘いを断ったんだ。そして私と話したいと思ってくれてるんだ。

「ふ、ふーん……じゃあ、いいけど」

　ああ、まただ。可愛げのない自分が恨うらめしい。ここで一言『嬉しい』と言えたらいいのに……。

　そんな私の気持ちを露知らず、途端に理玖が破顔はがんした。「それじゃあ、早く済ませようぜ。やっぱり俺も一緒に行くわ」

　ニコニコしながら事務室の中までついてきて、書類を提出してから二人で職員用の駐車場に向かう。止まっているのはドイツ製の黒いセダン。高校卒業後すぐに買ってもらったという理玖の愛車だ。

「うわっ、懐かしい～！」

　シートベルトを締めながら車内を見渡す。この車には理玖が免許を取ってすぐの頃に一度だけ乗せてもらったことがある。記念すべき初ドライブだというのにうっかり助手席で眠ってしまい、起きた途端に『おまえ、人の車で無防備に寝てんなよ』と叱られてしまった。運転手に対して失礼だったと反省したが、私のそういうところが異性として見てもらえない理由でもあるのだろう。

　――それから徐々に距離ができちゃったから、結局あれきり乗せてもらえなかったんだよね。

　もう十年近くも前の話だ。感慨深くて胸の奥がジンとなる。この十年のあいだに理玖は何人の女性をこの車に乗せたのだろう。その中には恋人も含まれていたのに違いない。

　――初詣で見かけた振袖姿の綺麗な彼女も……。

　ぼんやりとそんなことを考えていたら、運転席から「いつもの店でいいだろ？　家の近くの中華そば屋」と話しかけられた。

「……うん、私も好きだよ、あのお店」

　ここ数年そっけなくされていたのが嘘みたい。あんなに会うのが気まずいと思っていたのに、理玖は『いつもの』の一言だけであっという間に空白の期間を飛び越えてしまった。

　そういえば今日の理玖はまるで昔に戻ったみたいだ。あの頃の彼は私以外の女子には塩対応で、そんな関係に私は密かに優越感を抱いていて。

　――それもこれも、私が理玖の幼馴染であるからこそだけど。

　理由がどうであろうとも、やはり私は、またこうして理玖と話せることが嬉しくてたまらないんだ。だからとりあえず今は、この再会を喜ぼうと決めた。






　車が向かったのは実家近くにある昔ながらの中華そば屋。マンションから徒歩圏内にあるため家族でよく訪れていた馴染みの店だ。

「ここの中華そばは定期的に食べたくなるよな。俺は実家に寄ったときやバイト帰りにたまに来てるんだけど、奈津は？」

「私は一年ぶりくらいかも。この匂い、久しぶり」

　二人用のテーブル席に向かい合って座り、壁に貼られた短冊たんざく形式のメニューを眺める。そういえば、この店に理玖と二人きりで来たのは初めてじゃないだろうか。休日に両家揃って食べに来たり兄弟姉妹の四人で訪れたりはしていたけれど、二人だけというのはなかった。

　そう思うと急にドギマギしてきたけれど、理玖はまったく意識していないようだ。おしぼりと水を持ってきた店員さんにすぐさま注文を伝えている。

「俺、餃子ぎょうざとのセットにするわ。さっきからお腹が空いてたんだよな～」

「私は普通サイズの中華そばだけでいいかな」

「チャーハンは？　奈津、好きだっただろ」

「好きだけど、残しちゃったら申し訳ないから」

　上司のセクハラで精神的に追い詰められていた私はどんどん食が細くなり、体重もかなり減ってしまっていた。退職してホッとしたことと母の手料理のおかげで食欲が戻ってきたものの、小さくなった胃袋のサイズは元に戻ったとは言い難い。

　詳しくは語らなかったけれど、私の表情で理玖は何かを察したらしい。「少しなら食べられそう？　俺と分けっこしようか」と店員さんに注文の変更を申し出た。

「中華そばの大盛りと餃子のセット、それとチャーハンを一人前お願いします。二人で分けるので取り皿もください」

「いいの？」

「ああ、俺もいろいろ食べたいし。なんだか昔を思い出さない？　欲張よくばりセット」

　ニッと白い歯を見せる理玖に胸を鷲掴わしづかまれる。

　幼い頃は大人の量が食べきれず、それでもいろいろ食べたかった私たちは一人前の中華そばとチャーハンと餃子を二人で分け合って食べていた。大人たちがそれを『理玖と奈津の欲張りセット』と名付け、この店に来るたびに『あなたたちは今日も欲張りセットにする？』と聞いてきたのを覚えている。

「奈津はチビのくせに昔は大食いだったよな」

「チビで悪かったね」

「悪いなんて言ってないだろ。むしろちゃんと食欲はあるみたいで安心した」

　――あっ、そうか。

　だから理玖は食事に誘ってくれたんだ。こうして私にしっかり食べさせるために。もしかしたら、私が食事をとれるかどうかを確認したかったのかもしれない。

「理玖……ありがとうね」

「は？　俺はただ『欲張りセット』を食べたかっただけだけど？」

「でも……」

　――それでも私は理玖の優しさが嬉しくて切ないんだよ。心に沁しみて泣きたい気分になるんだよ。

　これぞ幼馴染の特権だ。大学病院の合間のバイトで忙しいだろうに、わざわざこうして私のために時間を作ってくれた。これだけでもう十分。これ以上の関係を望もうなんて贅沢だ。

　瞼の裏が熱くなり、鼻の奥がツンとした。感謝の言葉を探しているうちに、目の前に注文の品が運ばれてくる。よかった、潤んだ瞳も湯気で誤魔化すことができるだろう。

　ことさら元気な声で「いただきます！」と箸を持つ。向かい側で理玖も器に麺を移して勢いよく啜すすり始めた。

「ふふっ、本当にお腹が空いてたんだね」

「さっきからそう言ってるだろ」

「だったら花絵さんや女性スタッフたちの誘いを断らなければよかったのに」

　――あっ、余計なことを言った。

　これではまるで、彼女たちに嫉妬して遠回しに探っているみたいだ。気持ちがバレていないといいけれど……と思いながらチラリと理玖を窺うかがうと、彼は器に箸を置いて思い詰めたような表情を浮かべている。グラスの水をグイと一口飲んでから、私を真っ直ぐ見つめてきた。

「俺は派手な女性は好みじゃないし、グイグイ来るより控えめなほうがいい。キツい香水の匂いよりも……奈津みたいにシャンプーの香りがするほうがいい」

　――だから、そういう期待させるようなセリフを言わないでよ！

「そ、そうなんだ。私は童顔だから大人っぽい女性に憧れるけど。理玖だって、まゆみ姫みたいな綺麗な人に好かれて嫌な気はしないでしょ？」

「だから、俺の好みを勝手に決めるなよ」

「……ごめん」

「俺のほうこそ……強く言い過ぎた、ごめん」

　なんとなく気まずくなって、お互い無言でチャーハンを口に運ぶ。

「うん、やっぱ美味しいな」

「美味しいね」

「奈津、最後の一個、おまえにやるよ」

　理玖が一個だけ餃子が載った皿を私のほうにグイと押す。

「えっ、いいの？」

「ああ、次に来るときまでに一人前食べられる胃袋に戻しておけよ。おまえ、痩やせすぎなんだよ」

　――もう、どうして今日はこんなに優しいの。それに、また一緒に来たいと思ってくれてるんだ。

　こんなの諦めるどころかもっと好きになってしまう。

「……ありがとう。デブにならない程度に頑張るよ」

「いいからもっと肉をつけろ。今度は分厚いステーキを食べに行くか」

「……焼肉がいい」

　理玖はフッと目を細め、「わかった、焼肉な。めっちゃ高級店に連れてってやる」と右手の小指を突き出してくる。私がそこに自分の小指を絡めると、キュッと力が込められた。しばらくじっと見つめ合う。

　――ああ、やっぱり私は……。

　私は鼻をスンとすすってから勢いよく餃子を口に放り込む。

　トクトクと高速で脈打つ心臓が、諦めきれるわけがないと告げていた。

















２、誕生日の口づけ












　港区六本木（みなとくろっぽんぎ）にあるテレビ局の放送センターは、複合ふくごう施設の一角いっかくにある地上二階、地下四階のコンクリート製の建物だ。数々の番組を生み出してきた三つのスタジオのうちのＢスタジオで、なぜか私は生番組の放送現場の見学などというものをしている。

　――やっぱり私は場違いなんじゃ!?






　ことの起こりは二週間ほど前のこと。『北島整形外科クリニック』出勤五日目の私が院長室に置かれた秘書用のデスクで院外からのメールをチェックしていたところ、テレビ局のプロデューサーから【出演のご依頼】というメールが届いていた。土曜日朝十時からの情報番組にゲストとしてモデルの花絵まゆみが出演することになり、骨折時の状況やその後の治療経過をスタジオでパネルを使って医師に解説してもらいたい……と書かれている。ふむふむ、なるほど、それで主治医である院長に依頼が来たのかと読み進めたところで、思わず「えっ!?」と声が出た。続く文章には【つきましては最初に診察をされたご子息しそくの北島理玖先生の出演を是非ともお願いしたく……】と書かれている。

「院長、テレビ局から、あの……理玖先生のほうに出演依頼が来てるんですけど」

　メール画面を開いたままでノートパソコンを院長のデスクに持っていくと、文面を読んだ院長が「なるほど、これは惚ほれられたかな」と苦笑する。

　院長の言葉で合点がてんした。そうか、たぶんこれは花絵さんサイドからのご指名なのだろう。彼女が番組に出て骨折について語る条件として、理玖との共演を望んだのだ。そうでなければ主治医の院長を差し置いての依頼なんてあり得ない。

「元々彼女は理玖を主治医に望んでいたくらいだからね。まあ、理玖が患者さんから好意を持たれるのは今に始まったことじゃないし、指名されるのも実力のうちだ。奈津ちゃん、理玖にスケジュールを確認して、都合がつくようならテレビに出るよう言っておいてくれないか？」

「えっ、私が……ですか？」

「ああ、秘書としてしっかり説得を頼んだよ。あいつだって次期院長なんだ。頑張ってクリニックを宣伝してもらわなくちゃね」

　さすがは病院経営者、息子の美貌もクリニックの宣伝に繋げる算段らしい。彼はウインクしながら立ち上がり、そのまま診察へと出掛けてしまった。

「私が説得って、そんな」

　理玖がテレビ出演するということは花絵さんとまた会うということで。そのうえ全国のお茶の間に彼の美貌が大映しされるということで。

　──嫌だな……。

　とは思うものの、仕事に私情を挟むのは禁物だ。私はため息をつきながら【北島先生　いつもお世話になっております】とかしこまった定型文を書いてから、プロデューサーのメールを添えて転送した。

　そのあと電話で『せっかくの貴重な土曜日をそんなことに使いたくない』、『目立ちたくない』とゴネまくる理玖を必死で説得したところ、『奈津が一緒に来てくれるならいいよ。それから誕生日のお祝いをして』という変な条件を提示されてしまった。

　――そうか、出演依頼は八月十日。理玖の二十九歳の誕生日だ。

　せっかくの誕生日に気乗りしないテレビ出演なんてしたくないという気持ちはわかる。しかし私は院長秘書、説得を頼まれた手前、ここで簡単に引くわけにはいかない。

　――それに、理玖の誕生日を祝えるなんて、私にとっては役得やくとくだし。

「わかった、院長に確認してみる。それでオーケーだったらスタジオまで着いていくから、そのあとで一緒に誕生日のお祝いをしよ？」

　院長からは速攻で許可が出て、私は嬉しい約束と共に彼を頷かせることに成功したのだった。

　その後もテレビ局に出演時間や出演料の確認をしたり、契約書の確認をしたり、理玖が働く大学病院に連絡をとって大学の名前を出しての出演許可をもらったりと段取りを立てていった。初めての経験ばかりで緊張したものの、新しい業務を学べたことはよかったと思う。






　――それにしても、本当に華があるなぁ。

　スタジオの真ん中ではパネルの前に立った理玖が指示棒を片手に解説中だ。以前学会用に買ったというネイビーのスーツに白いワイシャツが爽やかな印象を与えている。そんな彼を椅子に座った花絵さんや番組アシスタントの女性アナウンサーがうっとりとした表情で見つめていた。

　花柄のシフォンワンピースの花絵さんも綺麗だし、スーツ姿の理玖も芸能人の中にあってもまったく見劣りしていない。スタジオの隅すみっこに立っている自分との差が歴然で、なんだか虚しくなってきた。

　――私だけ場違いすぎる。ここにいる必要はないのでは？

　と思うものの、理玖が一緒に来いと言ったのだから仕方がない。それにタクシーの後部座席に二人で座り、早朝の景色を見ながら『撮影は本社社屋しゃおくじゃないんだね』などとお喋りできたのはデートみたいで楽しかったし、何よりこのあとは理玖のリクエストにより彼のマンションで誕生日のお祝いをすることになっているのだ。

　――ランチに理玖が好きなオムライスを作ってあげることになってるし、ケーキを食べたあとでプレゼントを渡して……。

　理玖が一人暮らしをしているマンションに行くのは初めてだ。トキメキとドキドキが交互に心を揺さぶってくる。

　――でも、誕生日に私を招待してくれるっていうことは、今は彼女がいないってことだよね。

　脳内でお祝いのシミュレーションをしていたら、自然に頬が緩んでいた。






　理玖の出番はほんの十分ほどで終了し、コマーシャルのあいだに皆に挨拶をしてから私のほうに歩いてきた。花絵さんはじめ他の出演者は座ったままで水分補給や化粧直しをしている。

「理玖、お疲れ様」

「ああ、控え室で荷物を取ってくる」

　二人でスタジオを出ると控え室へと向かう。長机に並んで座り、そこに置かれていた差し入れのペットボトルのお茶で一服した。

「めっちゃ緊張したわ。照明が暑くて汗かいた」

　理玖がネクタイを緩めて深呼吸した。

「本当だ、前髪がちょっと濡れてる」

　私がバッグからハンカチを取り出し理玖の額の汗を拭いていると、控え室のドアがノックされる。入ってきたのは花絵さんのマネージャーだ。

「理玖先生、本日はありがとうございました。花絵も大変喜んでおりまして、是非ともお礼をさせていただきたいと申しております。このあとプロデューサーも交まじえて食事会をさせてください」

　理玖がチラリと私を見てからマネージャーに向き直る。

「いえ、食事会は結構です。僕はこのまま帰らせていただくので」

「そんなことを仰らず！　プロデューサーが理玖先生と是非ともお近づきになりたいと言ってますし、花絵が理玖先生の誕生日プレゼントを用意しております。それに、北島院長先生も合流されますので」

　――北島院長も!?

　理玖と私が同時に顔を見合わせていると、マネージャーが自分のスマホを差し出してきた。理玖が受け取り受話口に耳を寄せた途端、スピーカーから院長の声が聞こえてくる。

「理玖か、ご苦労様。花絵さんとプロデューサーさんが食事会をしてくださるそうだ」

「いや、俺は奈津と約束があるし」

「誕生日ケーキやプレゼントまで用意してあるとおっしゃってるんだ。無碍むげにするもんじゃない」

「俺にも都合があるんだよ」

　固辞こじし続ける理玖に院長の声音が低くなる。

「……理玖、これは仕事の延長だ。奈津ちゃんだってそのあたりはちゃんとわかってくれるはずだ。彼女とはあとでゆっくり会えばいい」

　院長は、自分もこれから向かうと告げて電話を切った。

「なんだよ、勝手に……」

　理玖が憮然ぶぜんとした表情でスマホをマネージャーに返す。

「理玖先生、僕の顔を立てると思ってお願いします。花絵も楽しみにしてるんです」

「理玖、行っておいでよ」

「奈津！」

　私の言葉に理玖が血相を変えた。

「何言ってるんだよ、奈津との約束のほうが先だっただろう？」

「だけど、お付き合いも仕事のうちだよ。院長先生もそう言ってたじゃない」

　私はクリニックで働いて間もないけれど、院長の真面目な仕事ぶりを間近で見てわかっているつもりだ。

　普段は温厚でユーモアもあって患者さんにもスタッフにも優しいけれど、こと仕事に関しては妥協だきょうすることなく真剣な姿勢で取り組んでいる。今回理玖を出演させたのも、そのあとの食事会も、理玖とクリニックのために必要だと判断したからに違いない。そして理玖を説得する役割を私に託たくしてくれたのだ。

　――だったら私は秘書として理玖の背中を押すべきだ。

「今日は皆さんにお祝いしてもらいなよ。私とはまたクリニックで会えるしさ、理玖はしっかり自分の役目を果たしてきて」

「だったら奈津も一緒に……」

「行かない」

　行けるわけがない。どう考えたって私は招かざる客だ。理玖の仕事を邪魔したくない。

「じつを言うと、慣れない場所に来て疲れてるんだよね。家に帰って休みたい。誕生日ケーキ、きっと凄く豪華だよ。今度写真を見せてね。あっ、お誕生日おめでとう！」

　思いきり笑顔を作ってみせてから、「じゃあね」と控え室を飛び出した。駅のホームに立った途端に虚しさが押し寄せてくる。

　行きのタクシーではあんなにワクワクしていたのに、今は駅のホームで一人きり。

「誕生日のお祝い、したかったな」

　ぽつりと呟いたそのとき、バッグの中でスマホが震えた。慌てて取り出して見ると理玖からメッセージが届いている。

【今日はごめん】

【やっぱり奈津のオムライスを食べたい】

【今夜会えないかな】

【疲れてる？　もう今日は無理？　明日は？】

　連続で表示される文字を見ていたら、どんどん瞼の裏が熱くなってきた。滲にじむ視界の中でどうにか返信を入力する。

【大丈夫】

【マンションに帰ったら連絡して】

　最後に【私も会いたい】と打ち込んで、慌てて文字を削除した。代わりに【私も理玖の誕生日を祝いたい】と送る。

　――理玖も会いたいと思ってくれている。

　それだけで嬉しくなって、さっきまでの暗い気持ちが吹き飛んだ。

「ふっ、私って現金げんきんだなぁ」

　胸元でギュッとスマホを握り締め、オムライスを前に喜ぶ理玖の姿を頭に思い浮かべた。






　実家のマンションに帰って待機していると、しばらくして理玖から状況報告が届き始める。

【六本木のレストランの個室。なんかいかにも業界人ぽい人を紹介された】

【プロデューサーが自分の番組にレギュラーで出ないかって。今は忙しくて無理って答えた】

【誕生日ケーキ。なんだよこれ、三段仕様しようってウエディングケーキかよ】

　添えられている写真から華やかなパーティーの様子が伝わってくる。なんだか理玖が急に遠い存在になってしまったみたいだ。

「だったらもうケーキはいらないか」

　私はチラリとキッチンの冷蔵庫に目をやった。中には手作りのイチゴショートケーキが入っている。

　今日は本当はスタジオの帰りに理玖と一緒にケーキを買いに行くことになっていたのだが、急な予定変更で叶わなかった。

　ガッカリしていたところに駅でメッセージを受け取って、浮かれた私は材料を買って帰るなり、ケーキを作ってしまったのだ。

　けれど写真の豪華なケーキを見たら持っていく気が失せた。これ以上甘いものなどいらないだろうし、私はオムライスを作るだけで十分だろう。それさえも理玖は満腹で食べられないかもしれない。

「あーあ、馬鹿みたい」

　理玖の言動一つ一つでこんなにも気持ちがアップダウンしてしまうなんて、私はどれだけ彼に執着してるんだ。

「また会えて嬉しかったけど……会ったら余計に苦しいよ」

　ソファーにゴロリと横になり、理玖からのメッセージを待ち続けた。






　微睡まどろみから覚めて時計を見ると、時刻は既に午後六時を過ぎていた。ソファーでちょっと横になるだけのつもりがそのまま寝てしまっていたらしい。

「えっ、もうこんな時間!?」

　慌ててスマホを確認したら、理玖からいくつか追加のメッセージが届いていた。

【ごめん、まだ時間がかかるっぽい。これから店を移動する】

【店じゃなくてプロデューサーのマンションだった。なんか人が増えてる。アイドルとかお笑いの人とか】

　最後のメッセージは午後五時。

【ごめん、まだお開きになる気配がない。隙を見て俺だけ先に帰らせてもらう。オムライス、絶対に食べたいし】

　それきり連絡は途絶えていた。

【理玖、もう帰ってる？】

　理玖にメッセージを送ってみたが、しばらく経っても未読のままでウンともスンとも反応がない。

「まだパーティーが続いてるのかな」

　最後の文面からは帰っているのかいないのかの判断がつかない。院長のほうはどうかと北島家に電話をかけてみたら、応答した北島のおばさまから「あら、空也さんから理玖だけ先に帰ったって連絡が来てたけど」とのことだった。電話を切ってしばらくしてからチャイムが鳴った。ドアの外に立っていたのはおばさまだ。

「奈津ちゃんとの約束を破るなんて、とんでもない馬鹿息子だわ。理玖の様子を見に行って、酔い潰れてるようなら叩き起こしてやってちょうだい」

　そう言って酔い止め薬やスポーツドリンクが入った布製のトートバッグと理玖のマンションのカードキーを手渡された。

「どうしよう」

　本人の許可なく勝手に行っていいものかと迷ったが、思いきって理玖のマンションを訪ねてみることにした。このまま家にいたって落ち着かないし、行って理玖がいなければ玄関にバッグを置いて帰ってくるだけのことだ。






　理玖が住んでいるのは、勤務先の大学病院から徒歩三分、最寄駅から徒歩七分の好立地こうりっちにある六階建ての白いマンションだった。エントランスで部屋番号を押してみたが応答がない。仕方なくカードキーで入らせてもらい、おばさまから預かった品と私が買っておいた誕生日プレゼントが入ったトートバッグを片手にエレベーターに乗った。

　五階のランプが点灯し、ゆっくりとエレベーターのドアがひらく。なんとそこに立っていたのは花絵さんだ。

　――えっ、どうして？

　お互い驚愕の表情で見つめ合う。彼女が私の持っているバッグに気付き、微かに眉間に皺しわを寄せる。

「彼、疲れて寝てるわよ。私がお世話しておいたからご心配なく。もうそっとしておいてあげて」

　最後にフンとそっぽを向いて、私と入れ違いでエレベーターに乗り込んで行った。

　――疲れてるって、お世話って……今まで花絵さんが部屋にいたってこと？

　心臓がバクバクと脈打って、嫌な想像が脳裏をめぐる。

「どうしよう」

　理玖に会うのが怖くて仕方がない。けれどおばさまに様子を見てくると約束したし、誕生日プレゼントも渡せないままだ。

「バッグだけ渡してすぐに帰ろう」

　勇気を出してドアホンを押してみたが応答がない。思いきってカードキーで中に入ってみる。玄関に脱ぎ散らかした革靴があるものの、あたりはしんとしていて人の気配がない。

「理玖？」

　呼びかけながら奥へと続くドアをひらくと、そこは十五畳ほどの広いＬＤＫになっていた。

「う……ん」

　声がしたほうに顔を向ける。応接セットの周囲にネクタイとスーツのジャケットが脱ぎ捨てられていた。

「花絵さん？　だからもう帰ってって……」

　――えっ!?

　ソファーからのそりと身体を起こしたのは理玖だ。顔が真っ赤で目が虚うつろ、呂律ろれつの回らない口調でどうにか言葉を発している。

「奈津？　マジか……来てくれたんだな。ごめん、俺……」

　――ごめんって……。

　何に対する『ごめん』なのか。私との約束を反故ほごにしたことか、帰ってからも連絡をしなかったことか、それとも……。

　――私と会う約束よりも花絵さんと過ごすことを選んだから？

　頭にカッと血がのぼり、こんなところまでのこのことやってきた自分が恥ずかしくなる。

「べつに、私はおばさまから頼まれただけだから。だけど必要なかったみたいだね。花絵さんと楽しく過ごしてたみたいだし」

「ちがっ！　彼女はそんなんじゃ……」

「もういいよ、私には関係ないし」

　トートバッグをローテーブルに乱暴に置いて、そのままくるりと背を向けた。

「奈津、待てって！」

　うしろから片手を掴んで引き止められる。

「離して！　……って、えっ、理玖!?」

　手首を掴む理玖の手が燃えるように熱い。振り向くと、額を汗びっしょりにした理玖が喘あえぐようにしながら倒れ込んできた。私は慌てて抱き止めて、そのまま一緒にしゃがみ込む。

「嘘っ、熱がある！」

　額に触れたらびっくりするほどの熱さだった。真っ赤な顔と発汗はアルコールのせいだけじゃないらしい。

「えっ、やだっ、ベッド、寝室はどこ!?」

　理玖はぐったりしたまま動かない。焦って周囲を見渡すとリビングの向こうにそれらしいスライドドアが見えた。彼を半分引き摺ずるようにして寝室に入り、どうにかセミダブルのベッドに横たえる。

「体温計は……ごめん理玖、勝手に漁あさるよ」

　しかしたいして探すまでもなく、ベッドサイドの棚の一番下に救急箱が備えてあるのを発見した。

「うわっ、三十八度二分！　高熱じゃない！」

　熱はいつからあったのだろう。もしかしたら朝から体調が悪かったのだろうか。

　――だけど理玖にそんな素振りは全然……。

　いや、違う。スタジオを出た理玖は大量に汗をかいていたし、暑いと言って控え室のお茶をがぶ飲みしていた。

　――ずっと無理してたんだ。

「ごめん、理玖」

　理玖の体調が悪いことに気づかなかった。食事会に行くのを止められなかった。いつまでも帰らない理玖を本心では腹立たしく思っていた。

『彼、疲れて寝てるわよ。私がお世話しておいたからご心配なく。もうそっとしておいてあげて』

　花絵さんの言葉が脳裏をよぎる。彼女はついさっきまで理玖に触れていたのだろうか。理玖との逢瀬おうせのあとで後ろ髪を引かれながら仕方なく立ち去ったのだろうか。

「馬鹿か、私。今はそんなことを考えている場合じゃないのに」

　ハッと我にかえって動きだす。氷枕を理玖の頭の下に敷き、洗面器に張った氷水でタオルを冷やして額にのせる。同じく冷やしたハンドタオルで首や腕の血管を冷やすのをひたすら繰り返した。

　どれだけ時間が経ったのだろう。東の空が徐々にオレンジ色に染まり始め、窓から朝日が射してきた。

「う……ん」

　理玖が眉間に皺を寄せる。苦しげに頭を左右に振ると、額のタオルが滑り落ちた。

「理玖、大丈夫？　熱はだいぶん下がってきたよ」

　今は三十七度五分、昨夜に比べればずいぶんマシだ。

　タオルを冷やそうと額に触れたところで理玖が薄うっすら目を開けた。

「理玖!?」

　次の瞬間、グイと頭を引き寄せられる。あっと思ったそのときには、二人の唇が重なっていた。

　――もしかして花絵さんと勘違いしてる？

「ちょっと、理玖！　……あっ」

　後頭部にまわった理玖の右手に力が籠もり、唇がさらに強く押しつけられる。呼吸が苦しくて口をひらいたら、唇の隙間からやけに熱い舌が入ってきた。肉厚な舌が口内を満遍まんべんなく舐めまわし、舌先が上顎をチロチロとくすぐる。なぜか下半身に未知の疼きが湧いてきた。

「ん……っ、ふっ」

　生まれて初めての経験に思考回路がショートする。頭がぼんやりしたところでいきなりベッドに押し倒された。

　――えっ!?

　馬乗りになった理玖が私を見下ろしている。なぜ？　どうして？　私には何が何だかわからない。

　理玖の両手が私の頭の左右を囲う。前屈みになってゆっくり顔が近づいてきた。熱に浮かされたような潤んだ瞳に気づいたとき、私は勢いよく彼の胸を押し返していた。

「やだっ！　理玖、やめて！」

　理玖がベッドの上で尻餅をついて、茫然とした表情で私を見つめている。

「……ごめん、熱で頭が馬鹿になってたわ」

　――ほらね、やっぱり。

「馬鹿っ！　バカ理玖！　好きじゃないのにキスするな！」

　私はベッドから飛び降りると、振り向くことなく部屋を出た。うしろで理玖が何か叫んでいたけれど、そんなの聞く耳持つものか。

　日曜朝の、まだ乗客が少ない電車で家に帰り、シャワーも浴びずにベッドにうつ伏せる。

「馬鹿……バカ理玖」

　――だけど一番馬鹿なのは私だ。

　ついさっきまで花絵さんがいたと知りながら、のこのこと部屋に入り込んで朝まで居座った。キスされて、抵抗することなく受け入れて。それどころか気持ちいいとまで思っていたのだ。

「もう、最悪……」

　――私のファーストキスだったのに。

　悔しい、悲しい、恥ずかしい。いろんな気持ちがない混ぜになって、爆発しそうな感情が全身を駆け巡る。

「もう、もーーっ！」

　けれど私はよほど疲れていたのだろう。枕を涙で濡らしながら、いつしか眠りについてしまったのだった。
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　しんと静まりかえったマンションの寝室で、俺は茫然とドアを見つめていた。たった今、奈津が怒りと悲しみの混ざった顔でこの部屋を飛び出して行ったばかりだ。

「……くそっ！」

　握り拳をベッドに振り下ろしても、虚むなしくマットに弾はじかれるだけだ。

「最低だ……今度こそ勇気を出そうと思ったのに」

　怖がっているだけじゃ何一つ変わらない、今日こそ素直に気持ちを伝えよう……そう心に決めていた。

　――それなのに。

　千載一遇せんざいいちぐうの告白のチャンス、それを俺は自ら台無しにしてしまった。しかも酔ったはずみで襲いかかるという最低最悪のおこないで。

「もう駄目だ、完璧に奈津に嫌われた」

　――今度こそ幼馴染ですらいられなくなるかもな。

　隣にいるのが当然で、俺の心のど真ん中にいる誰よりも大切な存在。

　幼馴染の吉沢奈津に、俺は何年も片想いを続けている。






　＊＊＊






　昔の俺は、今とは比べ物にならないくらいの貧相なチビで、おまけに女顔おんながおだった。

　フランス人の祖母の影響で日本人離れした容姿の俺は、周囲の大人や女の子たちから『可愛い』、『お人形みたい』、『女の子みたいだ』とちやほやされていたが、それが面白くない近所の悪ガキからは格好のイジメのターゲットにされていた。

　外人だ、男女だと揶揄われ、大人しかった俺は俯いて泣きべそをかくばかりで。

　そんなときに代わりに言い返してくれるのが奈津だった。






　奈津は俺の幼馴染だ。同じマンションのお隣さんで、家族ぐるみの付き合いを続けている。

　奈津は俺より一ヶ月あとに生まれたけれど、幼い頃は俺のほうがチビだったからアイツのほうがお姉さんぶっていた。実際、弱々しい俺はアイツから見たら庇護ひごの対象で弟みたいな存在だったのだと思う。悪ガキが絡んでくるたびに『理玖をいじめるな！』と言い返してくれて、小さいながらも両手を必死に広げて俺を庇い、悪ガキたちの前に立ちはだかってくれていた。俺から見たら幼馴染で親友で、ヒーローみたいな存在だ。






　俺には可唯という八歳上の異母兄が、奈津には五歳上の奈緒という姉がいる。

　可唯は空手をしていて勉強もできる文武両道の優等生で、穏やかだけど弁が立つ。奈緒ちゃんは竹を割ったようにハキハキした性格の姉御肌だ。

　年齢差があるため可唯と奈緒ちゃん、俺と奈津に分かれて行動することが多かったが、俺が悪ガキに絡まれているのを見かけるたびに、可唯と奈緒ちゃんが駆け寄って助けてくれた。






　俺が小学四年生のとき、近所の公園で中学生に絡まれた。奈津と一緒に砂場で遊んでいたら、目の前で砂山を踏み潰して揶揄ってきたのだ。

「ヒューヒュー、小学生のくせに仲良くデート？」

「違うだろ、二人とも女の子じゃね？」

「違うって、茶髪のほうは男だって」

「小学生のくせに茶髪ってマセてるな」

　俺に向かって「服を脱げ」だの「チンコを見せてみろ」だのニヤニヤしながら囃はやし立てる。

　そこでいつものように奈津が俺を庇って前に立ちはだかった。

「理玖をいじめないで！　理玖はちゃんと男の子なんだから！」

　――あっ！

　そのとき俺は気づいてしまった。大きく広げた奈津の手が震えていることを。奈津と俺の背の高さが既に同じくらいになっていることを。彼女は俺のヒーローなんかじゃなくて、ただの小さな女の子だということを。

　相手は中学生で、いつも揶揄ってくる小学生のガキ共とは違う。ただでさえ背が低い俺たちから見たら巨人みたいなもので、泣きだしたくなるくらい怖かった。

　――それは奈津だって同じはずで……。

　そんなことを考えているうちに中学生の一人が俺のほうに近づいてきた。

「俺がパンツを脱がせてやるよ」

　ヒッ！　と息を呑んだとき、奈津がそいつに詰め寄った。

「やめて！　理玖に触らないで！」

「なんだよ、チビ」

　ドンと肩を押された奈津は転んでしまい、勢いよく地面に両手をついている。それを見た瞬間、全身の血液が頭にのぼり、怒りが俺を支配した。

「やめろぉー！」

　後先あとさき考えずに突撃した俺だったけれど、胸を押されてあっけなく尻餅をついただけだった。

　そこに颯爽さっそうと現れたのが可唯と奈緒ちゃん。

「おまえら、何してるんだ！」

「ちょっとあんたたち、うちの弟と妹に手を出してただで済むと思ってんの!?」

　既に高校生だった可唯は空手の選手としてこのあたりでは有名だ。中三だった奈緒ちゃんも腕をブンブン振り回して怒っている。二人の剣幕に押されて中学生の集団は蜘蛛の子を散らすように逃げていった。

「奈津ちゃん、また理玖を庇ってくれたんだね、ありがとう。でも無茶をしちゃいけないよ。傷が残ると大変だ、帰って消毒をしようね」

　擦すりむいた奈津の手のひらを見ながら可唯が優しく微笑んだ。

「はい」と素直に頷きながら頬を赤らめる奈津を見て、俺の胸がギュッと痛む。同時に自分の無力さを痛感して情けなくなった。

　――どうせ俺は可唯みたいにはなれないんだ。

「さあ、理玖も奈津も帰って手を洗う！　それから宿題ね！」

　奈緒ちゃんが威勢よく俺の背中をポンと叩き、可唯と並んで歩きだす。

「お姉ちゃんはいいな……」

　意気揚々いきようようと去っていく二人の後ろを歩きながら、奈津がぽつりと呟いた。その視線の先には可唯がいる。

「ごめん、奈津、俺のせいでごめん」

　血が滲む奈津の手のひらを見ていたら、堪たまらず涙がこぼれてきた。奈津が傷ついたのが悲しかったのか、弱い自分が悔しかったのか、奈津の頬を染めさせることができる可唯が羨ましかったからなのか……今となっては俺自身にもわからない。

　けれど、その日を境に俺は奈津をただの『幼馴染』ではなく『女の子』として意識するようになった。幼馴染で親友で、だけどそれだけじゃない特別な存在。俺は彼女のために変わりたいと強く思った。

　――強い人間になろう。奈津に守られるのではなく、奈津を守れるような立派な男に。

　帰宅後すぐに「筋肉がついて喧嘩に負けなくなる習い事をしたい」と両親に直訴じきそした俺は、自転車で通える距離にある剣道教室に通うことになった。「空手以外がいい」と言う俺に、父が「喧嘩のために強くなろうと考えてるようじゃ駄目だな。だったら剣道にしろ、武士道を学べ」と告げたのだ。

　可唯と同じ空手を選ばなかったのはささやかな対抗心。一見細く見えるがしっかり筋肉がついている可唯は力強くて頼もしい。自分も筋肉をつけたいけれど、兄の後追いをしていては絶対に追いつけないと思った。

　キリがいい翌年の四月から道場に通い始めると、高校の部活も含めて七年間、三段を取得するまで県道を続けた。

　奈津は内緒で剣道を始めた俺を責め、自分も習いたいと言い出したけれど、俺は断固として拒否をした。だって奈津より強くなりたくて通ってるんだ。一緒にやっては意味がない。稽古の見学も試合観戦も断った。惨みじめに負けるところを見られたくない男のプライドだ。けれど勝ち負けに拘かかわらず己おのれを律する武士道精神を学べたし、中学、高校では何度か個人優勝することができるレベルまでいけたので、今となっては剣道を選んでよかったと思っている。






　剣道がよかったのか、毎朝飲み続けた牛乳のおかげなのか、はたまた祖母の血筋のなせる業わざなのかは知らないが、中学生になった俺はぐんぐん身長を伸ばし、あっという間に奈津の身長を追い越してしまった。昔から容姿で嫌な思いをしてきた俺は前髪を伸ばして顔を隠すようにしていたのだが、それでも中一の終わりで百七十センチもあれば目立ってしまう。そのうちに校内で勝手にファンクラブが作られて、他校の生徒まで見学に来るようになってしまった。

　俺の素顔を知るのもキャーキャー騒ぐのも奈津だけで十分だ。もっとも肝心の奈津は俺を見ても騒いじゃくれないけれど。

　あるとき、学校の渡り廊下で奈津がクラスメイトと立ち話しているところに出くわした。素知らぬ顔で後ろを通り過ぎるとき、「私は理玖がチビで泣き虫な頃から知ってるんだよ。今さら好きとか嫌いとかないし」という奈津の会話が聞こえてきて。

　――そうか、そうだよな。

　奈津の中では俺はいつまで経ってもチビで泣き虫な幼馴染のままなんだ。どうしても恋愛対象には見れないのだろう。それに俺は、奈津が好きなのは可唯だと知っている。俺がどれだけ剣道で強くなろうがモテようが、穏やかで優しい八歳上の黒髪男子にはなれやしない。奈津の視線の先にいるのはいつだって可唯なんだ。

　――なんで俺だけクォーターなんだよ！

　大好きな祖母の血をそんなふうに呪う自分も嫌だった。こうして俺は、一方的に可唯へのコンプレックスを募らせていったのだ。






　高校に進学すると俺は医学部を目指す生徒が中心の特進クラスに入り、一般クラスの奈津とは校舎が別れてしまった。同時に町の道場をやめて剣道部に入部したため登下校もバラバラだ。奈津と過ごす時間が減って寂しい反面、心のどこかでホッとしている自分がいた。俺は思春期を迎えた頃から奈津を自慰じいのオカズにしていたからだ。

　いつまで経っても近い距離でいてもらえるのは嬉しい。けれど奈津の柔らかく丸みをおびた身体つきや胸の膨らみにどうしても目がいってしまう。サラリと揺れる髪やシャンプーの香り、ふと見えたうなじの白さに欲情しているなんて気づかれたくない。いや、気づかれたらその時点で切腹せっぷくだ。

　なんとなく気まずくなってメッセージを送るのも控えていたら、奈津からのメッセージもグンと減った。俺から近づいていかなければ、しょせんこんなものなのだ。

「なあ、最近おまえって吉沢さんと一緒に行動しなくなったよな。喧嘩でもしてるの？」

　ある日、同じ中学出身のクラスメイトにそう聞かれた。

「べつにそんなんじゃないけど、高校生にもなって幼馴染とベッタリはしないだろ」

「なんだ、付き合ってるわけじゃなかったんだな。それじゃあ俺に紹介してよ」

「は？」

　思わず声が大きくなった。

「なんか目がクリッとしてて小動物みたいで可愛いじゃん。理玖の彼女じゃないなら、俺にもチャンスがあるかなって」

「チャンスなんかねーよ！　あいつには好きな男がいるから。ぜってーおまえとは付き合わない！」

　強い口調で捲まくし立てる俺にクラスメイトはたじろいだ。

「ちょっ、そんなにムキになることないだろ。ちょっといいなって思っただけじゃん」

　思いきりドン引きされてしまったが、俺だって自分にドン引きだ。こんなふうに奈津の恋を邪魔する権利など俺にはないというのに。

　だけどごめん、恋人にはなれなくたって、せめて奈津の隣にいる権利くらいは誰にも明け渡したくなかったんだ。






　可唯と奈緒ちゃんが結婚したのは、俺たちが高校を卒業したばかりの三月あたま。

　奈津はチャペルのベンチに座っているときから泣きっぱなしで、俺は新郎側の席からハラハラしながら見守っていた。

　フラワーシャワーの時間になっても奈津はずっと鼻を啜っていて、俺の隣に立って「羨ましいな」と呟いた。

「奈津、もう泣くなよ」

　――可唯のことなんか見てるなよ。もう俺でいいじゃん、俺にしておけよ。

　白いハンカチで奈津の涙を拭っていたら、周囲の人々が一斉にザワつきだした。見ると奈緒ちゃんが後ろを向いてブーケを構えている。次の瞬間には目の前にブーケが飛んできて、すっぽりと俺の手の中におさまった。

　――うわっ、マズい！

　ブーケトスって独身女性向けのイベントじゃなかったか？　これって顰蹙ひんしゅくを買うんじゃ……焦って周囲を見渡す俺を奈津が笑う。

「ふふっ、でも似合ってるよ。プロポーズ前の王子様みたい」

　――あっ、やっと笑った。

　いつもと違って薄化粧を施ほどこしてお洒落なワンピースを着ている奈津が可愛くて、今日一番の笑顔を見せてくれたのが嬉しくて。

　――俺が王子様だったらさ、俺のお姫様は……。

「これ、奈津にあげる」

　両手でブーケを持つ奈津は、正真正銘、俺のお姫様だ。これが本当にプロポーズをオーケーする場面ならよかったのに。

　――ああ、やっぱり好きだ。

　奈津が他の男を好きだろうと、それが自分の異母兄であろうとも、俺はコイツを好きでいることをやめられない。たとえ幼馴染以上には思ってもらえないとしても。

　――けれど今さら好きだなんて……そんなの言えるわけがない。






　春休みのあいだに車の運転免許を取得した俺は、出世払いの約束で両親に黒いセダンを買ってもらった。夜景が綺麗なスポットを調べ、何食わぬ顔で奈津をドライブに誘う。

「車を買ったから乗せてやるよ」

「えっ、いいの？　やったー！　でも免許を取ったばかりでしょ？　運転は大丈夫なの？」

「大丈夫だって。合宿免許の卒業検定も本試験も一発合格した俺の腕前を見せてやる」

　安心しろ、奈津。既にドライブコースは履修りしゅう済みだ。昨夜のうちに二往復して頭と腕に叩き込んでおいた。もちろん助手席に座らせるのは奈津が初めてだ。

　それでも細心の注意を払ってゆっくり安全運転していたら、こともあろうに奈津が居眠りを始めてしまった。

　――マジか……。

　せっかくの夜景を見ないのかよ。俺の運転姿を見せつけて惚れ惚れさせる作戦をどうしてくれるんだ。

　けれど起こしてしまうのは忍びない。夜景が見える駐車場に車を停めて、しばし天使みたいな寝顔に見惚れていた。

　顔に掛かっている艶のある黒髪を指で耳に掛けてやる。

「本当に可愛いな」

　ふっくらした頬を指先でつついても、奈津が目覚める気配がない。

「おまえに惚れてる男を前にさ……そんなに無防備に寝てんなよ」

　ゆっくり顔を近づけて、少しだけひらいたままの唇に口づけた。マシュマロみたいに柔らかくて、ほんのり弾力があって。

　――俺は今、好きな女の子に……奈津にキスをしたんだ。

　下半身が熱を持ち、チノパンの布地の下で己の屹立きつりつが勃たち上がる。

「くっそ、痛いって～」

　深呼吸を繰り返してどうにか欲がおさまると、今度は激しい罪悪感が込み上げてきた。

　これは俺のファーストキスだ。奈津にとってもそうだろう。俺は本人の許可なしに、勝手に奈津の唇を奪ってしまったのだ。

「最低だ……俺」

　ただ奈津とドライブしたかっただけなのに。愛車の助手席に最初に奈津を乗せたかっただけなのに。

　――そのはずだったのに……。

「俺は盛りのついた猿か。自分の欲望を抑えられなさすぎだろ」

　猛省した俺はそのまま帰路につき、途中で目覚めた奈津に「えっ、どうして起こしてくれなかったの!?」と文句を言われた。

「知るか。おまえ、人の車で無防備に寝てんなよ」

　ぶっきらぼうに答えたものの、運転しながら心臓はバクバクしたままで。気まずい思いを抱えた俺は、ますます奈津から距離を置くようになって。結局告白する勇気を持てないまま、うしろ暗さを抱えて過ごしてきた。






　最後に会ったのは二年半前の正月。医学部時代の仲間たちと神社に初詣に行くことになり、鳥居の下で待ち合わせをしていたところ、偶然奈津に遭ったのだ。

「あっ、理玖……！」

　可愛らしい鈴のような声に、それが誰かが一瞬でわかった。視線を上げると奈津が俺を見て立ち止まっている。変に飾り立ててないところが彼女らしくていいと思った。

　――奈津……！

　嬉しい気持ちと同時に戸惑いと落胆が俺を襲う。奈津の隣に女性が一人、そのすぐうしろに男性二人が立っていたからだ。

　――なんだよ、男連れかよ。そいつらは友達か？　それとも片方は奈津の彼氏なのか？　ダブルデートってやつなのか？

　もう可唯のことは諦めがついたのかよ、そいつら二人ともひょろっとしたモヤシみたいで全然男らしくないじゃないか。そんなのおまえのタイプじゃなかっただろ！

　――そんなヤツらでいいのなら……べつに俺だっていいじゃないか。

　心の中で叫んでいると、不意に「理玖、お待たせ！」と誰かに肩を叩かれた。今日のメンバーの一人である同期の女医だ。新年らしく華やかな振袖姿で現れた彼女を見て、咄嗟に「マズい、奈津に誤解される！」と考えた。

　この女医には学生時代に一度告白されている。付き合う気はないと断ったものの、同期メンバーの集まりで顔を合わせることは避けられない。

　――まだ他のやつらが来ていないのに、奈津に二人きりだと思われたら……。

　焦って奈津に視線を戻したところでガッカリした。奈津は平気な顔でぺこりとお辞儀をしただけで、さっさと男たちと歩きだしてしまったからだ。

「なんだよ、挨拶の一言も必要ないってか」

　誤解されるも何も、奈津にとってはたまたま見かけた幼馴染。俺に彼女がいようがいまいが関係ないということなのだろう。

　焦った自分が恥ずかしかったし、俺のことをまったく意識していない奈津が恨めしかった。

　こうして恋心を拗こじらせた俺は、実家からも足が遠のいていたのだが……運命の悪戯か、思わぬ形で俺に転機が訪れる。






「――そういえば、奈津ちゃんが俺の秘書をしてくれることになったからな」

　三週間前の週末、クリニックの当直明けに、父から突然告げられた。俺は現在、大学病院の整形外科で勤務医をしつつ専門医になるための勉強をしているのだが、父に頼まれてたまにクリニックでもバイトをしているのだ。

　――は？

　なんでもないことのようにサラリと告げられて、俺は馬鹿みたいに口をぽかんと開けていた。

「は？　奈津が？　アイツはどこかの会社で秘書をしてたはずだろ？」

「それが、上司にセクハラかモラハラか知らんが嫌がらせをされたらしくて退職してな。体調を崩してこっちに帰ってきてるんだ」

「はぁ!?　なんだよ、それ」

　夜勤明けのぼんやりした頭が一気に醒めた。セクハラ？　モラハラ？　実家に帰ってきてるって……。

「それでどうして奈津がクリニックで働くことになってんの？　俺、何も聞いてないんだけど」

「そりゃあ、言ってなかったからな。俺には守秘義務があるんだよ」

「守秘義務ったって、奈津はべつに父さんの患者じゃないだろ。それに奈津は奈緒ちゃんの妹で、俺にとっても家族みたいなもんじゃないか」

　強い口調で詰め寄る俺に、父が呆れた顔をする。

「その家族の集まりにもほとんど顔を見せず、吉沢家にも不義理ふぎりをしていたのはおまえじゃないか。奈津ちゃんがおまえに話していないのであれば、話す必要がないと判断されたんだろう」

「それは……」

　父の言うことはもっともだ。奈津への片想いを拗らせた挙句、兄をライバル視して実家に帰るのを避けてきた。そのうえ奈津に対しても後ろめたさがあって、ますます足が遠ざかるという悪循環に陥っていて……。

　――そうだよな、こんなの嫌われて当然だ。

「ああ、そういえば母さんが家にも寄れって言ってたぞ。千葉の伯母さんが紹介したい女性がいるそうだ」

「紹介って、見合いってこと？　興味ないから」

「そうは言っても、おまえももうすぐ二十九歳だろう？　結婚するかどうかは別として、とりあえず会ってみればいいじゃないか」

「とりあえずでも嫌なんだって。伯母さんにはちゃんと断っておいて」

　そんな会話をしつつも俺の頭の中は奈津のことでいっぱいになっていた。






　そして運命の月曜日、俺はとうとう勇気を出して奈津に会いに行くことを決める。体調を崩していたという彼女が心配でならなかったのだ。奈津の初出勤日、大学病院の当直明けだった俺は、『手術の見学』などというもっともらしい理由をつけてクリニックを訪れた。

　――奈津はどこにいるんだろう。院長室か？　事務室か？

　いつものように従業員通用口から院内に入り、廊下を曲がってすぐに目的の人物を発見した。

　――あっ……！

　久しぶりに見る奈津はほっそりしており、見るからに体重が落ちている。ちゃんと食事をとっていなかったという話は本当なのだろう。

　父のナイスアシストで俺が奈津の案内をすることになったはいいが、「えっ、嘘……っ！」という呟きを聞いて一気にテンションが下がる。

「悪かったな、俺に交代で」

　――そんなに俺に会いたくなかったのかよ。可唯だったら喜んだのか？

　卑屈な自分が嫌になる。今は俺の気持ちなんてどうでもいいじゃないか、奈津が頑張ろうとしているんだぞ、俺がサポートしないでどうする！

「……行くぞ」

　ぶっきらぼうに告げて歩きだすと、奈津が小走りで追いかけてくる。小さな彼女に歩幅を合わせてゆっくり歩くようにしたら、仲良く登下校していた学生時代を思い出した。

　――本当に、本当に久しぶりだ……。

　高鳴る心臓を悟られぬよう、必死で口元を引き締めてエレベーターへと向かった。花絵さんともクリニックのスタッフとも食事に行く気はない。せっかく奈津との会話を楽しんでるんだ、お願いだから貴重な時間を邪魔しないでほしい。

　院内の案内を終えて事務室の前まで来たところで俺の役目は終了だ。

「今日は疲れただろう？　あとは帰ってゆっくり休め」

　このときの俺の言葉は本心だ。奈津とはここで別れて、せっかくだから本当にオペの見学をして帰ろうかと考えていた。

　けれどこのまま離れがたく、奈津の近況も聞きたくなって思わず食事に誘ってしまう。だって週末にバイトに来たって奈津はいないだろうし、次にいつ会えるかもわからないのだ。

　車に奈津を乗せたときには内緒のキスを思い出して若干の後ろめたさを感じたが、こうしてまた二人で出掛けられたという喜びのほうが大きかった。理由がどうであろうとも、俺は奈津と話せることが嬉しくてたまらないんだ。






　馴染みの中華そば屋では、奈津はやはりまだあまり食欲がないようだった。元々奈津は『痩せの大食い』で、大人の男性と同じくらいの量をペロリと平らげてしまうほどだったのに。

　――俺が知らないところで苦労をしていたんだな。

　自分の都合で連絡を絶っていたことを後悔したし、奈津から相談されるだけの信頼を得ていなかったことにも落胆した。懐かしい『欲張りセット』を取り分けながら無理やり笑顔を浮かべている奈津を見たら、なんだか泣きたいような気持ちになった。

「いいからもっと肉をつけろ。今度は分厚いステーキを食べに行くか」

「……焼肉がいい」

「わかった、焼肉な。めっちゃ高級店に連れてってやる」

　――焼肉店だってどこだって連れて行ってやる。たくさん食べて元気になって……それから、俺の気持ちを受け取れよ。

　もう駄目だ、俺は弱った奈津を放っておけないし、自分の気持ちも抑えられそうにない。可唯の結婚から十年以上、そろそろ俺が本気を出してもいいだろう？

　自分に誓うかのように右手の小指を突き出すと、奈津がそこに細い小指を絡めてきた。キュッと握り返して真っ直ぐに彼女の目を見つめる。

　――告白しよう。

　離れても近くにいても苦しいのなら、苦しみながら近くで支えるほうがマシだ。そして奈津が心身ともに元気になったそのときこそは……俺の気持ちを正直に伝えるんだ。

　心臓がバクバク脈を打つ。俺の緊張が伝わってしまいませんようにと祈りながら、俺は小指に力を込めた。






　それからの俺は、奈津との距離を縮めるべく行動を開始した。奈津と鉢合わせるのが怖くて実家を避けてきた俺だったが、彼女が退職して隣の部屋に一人で住んでいるとなれば話は別だ。俺はバイトのあるなしに関係なく、都合がつく限りほんの少しでも実家に顔を出すようになった。

「あら、理玖、あなたまた来たの？　夕飯のおかずは残ってないわよ。さっき奈津ちゃんと一緒に食べちゃったから」

　――奈津が来てた!?　くそっ、遅かったか！

「いや、大丈夫、たまたまこっちのほうに用事があったついでだし」

「ふーん、珍しいわね。どうしたのよ、急に」

　――母さん、そこはどうかスルーしてくれ！

　奈津の動向が気になって仕方がない……だなんて口が裂けても言えるものか。麦茶をグラスに注ぎながら、両親が話している奈津の話題に必死で耳を澄ませていた。






　テレビ出演の依頼がきたときは正直言って憂鬱ゆううつでしかなかった。

　俺は一介いっかいの勤務医でしかなく、クリニックに関してはアルバイトの立場だ。そんな俺がカメラの前で偉そうに語りたくはない。

　何より初診のときから花絵まゆみが俺に向ける好意をひしひしと感じていたし、だからこそ必要以上に関わらないよう心がけていた。なのに今回は周囲を巻き込んで囲い込みをかけてくる始末。

　徹底的に拒否しようと思えばできた。俺が一言『あなたには興味ありません、共演だってごめんです』と言ってしまえばいいことだ。しかし現実にはそう簡単に済む話ではなかった。

『北島整形外科クリニック』は高所得者を主な顧客としたクリニックだ。十九床しか病室を設けていないのは、すべての入院患者に院長の目が行き届き、かつ時間をかけて丁寧に治療を施すため。希望すればリハビリを終えるまで一ヶ月以上の入院も可能で、高額な個室料金を支払う代わりに最新の設備と医療技術、ホテル並みの快適なサービスを提供されるというわけだ。

『理玖、おまえの今の生活もスタッフの給料も、『クリニックの患者様』からいただくお金で成り立っているんだよ。だから、我々医師は高額な報酬に見合うだけの治療をしなくてはならないし、クリニックのトップである院長は、患者とスタッフ両方の満足度を上げるために最大限の努力をしなくてはならないんだ』

　経営者となれば、医師としての使命とともに、クリニックを維持するための金勘定かねかんじょうと人脈づくりも大事なのだ……と幼い頃から父に聞かされてきた。

　その教えを無碍むげにできなかったのもあるが、奈津が必死に頼んできたからには協力したいというのもあった。最近ようやく体調が戻ってきたようで、秘書の仕事を頑張っている。そんな彼女のためにも今回だけは引き受けようと思ったのだ。

『奈津が一緒に来てくれるならいいよ。それから誕生日のお祝いをして』

　などという条件をつけたのは完全な私情。テレビ出演が俺の二十九歳の誕生日だというのも何かのお導きなのだろう。だったらこれをチャンスと考えて奈津に気持ちを伝えようと決めた。

　それなのに。

　なんと花絵さんはプロデューサーや俺の父親まで使って強引に食事会の予定をぶち込んできた。気乗りしないが仕方がない。まだ時間はある、挨拶と食事を済ませて速攻で帰れば奈津との時間を作れると思い直し、奈津にメッセージを送り続けた。

　結局その計画は、花絵さんによってぶち壊されてしまったのだが。






　じつをいうと俺は朝起きたときから軽い悪寒と喉の痛みがあって、万全の体調とは言い難い状態だった。どうやら風邪を引いたらしい。

　けれど奈津と一緒に誕生日を迎えたかった俺は、それを隠して昨日の生放送に臨んだのだ。

　案の定、どんどん体調が悪くなり、二次会のパーティーでアルコールが入った途端にあっという間に酔いがまわってしまう。

「すみません、体調が思わしくないので先に帰らせてもらいます」

　――もっと早くこう言って帰ればよかった。

　プロデューサーのマンションを出てタクシー乗り場に向かって歩いていたところで目の前に黒い車が横付けされた。運転しているのは花絵さんのマネージャーだ。

「理玖先生、送っていくので乗ってください」

　正直言うと今すぐ倒れ込みたいほど調子が悪かったため、彼の申し出はありがたかった。

「ありがとうございます」

　喜び勇んで後部座席のドアを開けると、そこには花絵さんが座っていた。

　――うわっ、彼女もいたのか。

　と心の中では思ったが、背に腹は変えられない。渋々ながらも花絵さんの隣に座り、キツい香水の臭いとうるさく話しかけてくるキンキン声にじっと耐え続けた。

　車がマンションの車寄せについたときには一人で歩くのも難しく、俺は花絵さんに抱えられるようにしてどうにか部屋まで辿り着いた。ドアを開けたところで彼女も一緒に玄関に入ろうとしてくる。

「ありがとうございました。ここでもう大丈夫ですので」

「だけどこんな状態の理玖先生を放っておけないです。私にお世話させてください。なんなら朝までだって……」

　朝までだって？　そんなの絶対ありえない。だってこれから俺は奈津と誕生日を過ごすんだ。大好きな初恋の相手がここに来て、俺のためにオムライスを作ってくれて。

　――そして俺は奈津に今度こそ気持ちを伝えて……。

「花絵さん、すみませんが、本当にここで」

「でも、私が理玖先生のそばにいたいんです」

　潤んだ瞳で意味ありげに見つめてくる。

　――頼むから早く立ち去ってくれ！　俺はあんたになんか興味がないんだ！

　ここまで送ってもらったことには感謝しているが、奈津に誤解されるようなことはしたくない。

「お願いだから……もう、一人にしてください！　俺はここに、好きな女性以外入れるつもりはないんだ！」

　吐き気も限界間近だった俺は声を荒げて訴えた。あまりの剣幕に驚いたのか、花絵さんは声もあげずに黙ってそのまま立ち去っていった。

「う……っ」

　頭蓋骨ずがいこつが割れるかと思うほどガンガン響く頭痛と猛烈な吐き気。玄関を閉めてすぐにトイレに駆け込んだ。胃の中のものをぜんぶ吐き出してから這はうようにしてリビングまで辿り着く。全身が沸騰しているみたいに熱い。ジャケットを脱いでネクタイを外し、ソファーに倒れ込んだところで意識を失った。






「――理玖？」

　誰かが呼びかける声がする。もしかして花絵さんなのか？　玄関で追い返したあとにちゃんと鍵を閉めたはずだ。いや、もしかしたら閉め忘れていたのかもしれない。頭がぼんやりして覚えていない。

　――なんだよ、頭が痛いし気持ち悪いんだけど。

「花絵さん？　だからもう帰ってって……」

　呂律がまわらないままどうにか言葉を発し、ソファーからのそりと身体を起こす。

　しかし霞かすんだ視界に映ったのは、ほかでもない奈津の姿だった。

「奈津？　マジか……来てくれたんだな。ごめん、俺……」

　ああ、最低だ。奈津に来てほしいと頼んだのは俺なのに、自分の誕生日にかこつけて二人きりになろうと画策したくせに。

　――ごめん、奈津。約束を破ってごめん、せっかく来てくれたのにこんな俺でごめん。だけど会えて嬉しいよ。

「べつに、私はおばさまから頼まれただけだから。だけどこんなの必要なかったみたいだね。花絵さんと楽しく過ごしてたみたいだし」

「ちがっ！　彼女はそんなんじゃ……」

「もういいよ、私には関係ないし」

「奈津、待てって！」

　――奈津、待ってくれ！　ああ、頭が割れそうに痛い。熱くて苦しくて目がまわる。奈津、奈津、俺はおまえのことが……。

　言うべき言葉があるはずなのに、熱で焼き切れた俺の脳みそは思考することを拒絶した。






　目が覚めたときには窓から朝日が射していた。オレンジ色の光の中に奈津を見つけたとき、俺はまた夢を見ているのだと思った。

　――ああ、奈津、会いたかった……。

　思春期のあの頃から、夢の中では何度も奈津を抱いている。ときには苦しげな表情で、ときには妖艶な微笑みを浮かべて彼女は俺を欲情させるのだ。鼻にかかった喘あえぎ声のあとには絶頂を迎えて嬌声きょうせいをあげる。達した直後に抱きしめてやると、奈津が感極まった声で俺の名を呼ぶのだ。理玖、理玖……と。

「理玖!?」

　――ああ、やっぱりこれは夢なんだ。

　朦朧もうろうとしたままいつものように奈津の頭を引き寄せて、柔らかい唇に口づけた。

　――もっと、もっと深くだ。こんなんじゃ全然足りない。

　奈津が喘ぎながら唇をひらく。そこにすかさず俺の舌を捩ねじ込んだ。口内を余すことなく舐め尽くし、甘ったるい奈津の唾液を堪能した。

「ん……っ、ふっ」

　――わかってる、奈津も感じているんだろ？　早く俺が欲しいんだろう？　待っていて、今すぐ挿れてあげるから。

　彼女を押し倒して跨った。もう一度キスをしようとゆっくり顔を近づけたそのとき、突然強く胸を押し返された。

「やだっ！　理玖、やめて！」

　――えっ？

　ベッドの上で勢いよく尻餅をつく。胸に触れた手のひらのリアルな感覚と、身体の下で反発するスプリングの揺れが一気に俺を覚醒させた。思考がクリアになっていく。

　――は？　俺は今、何をした？

　夢の中の奈津にいつもみたいにキスをして、いつものように押し倒して……。

　――いや違う、ここにいるのは夢じゃない、本物の、生身の奈津なんだ。

　羞恥と焦りと驚きと。次にはそれが後悔に変わり、最後に恐怖になった。

　――ヤバい、奈津に嫌われた。

　奈津への劣情を知られてしまった、醜い俺に気づかれてしまった。

　――このままじゃ、二度と会ってくれなくなる。

　下手をすればクリニックも辞めてしまうかもしれない。そんなの駄目だ、せっかく奈津が頑張っているのに、一緒に働けることになったのに。

　絶望が俺を襲う。

「……ごめん、熱で頭が馬鹿になってたわ」

　咄嗟に適当な言葉で誤魔化そうとしたのが悪かった。

「馬鹿っ！　バカ理玖！　好きじゃないのにキスするな！」

　怒った奈津が部屋から飛び出していく。慌てて追いかけようとしたけれど、脳みそがグワンと揺れて身体に力が入らない。

「ち、違うんだ、奈津！」

　そんなつもりじゃなかったんだ、ちゃんと告白したかったんだ。

　――好きじゃなきゃ、キスなんてするかよ！

「俺は……おまえのことが好きなんだ！」

　大きな声で叫んだけれど、奈津の耳にはきっと届いちゃいなかった。






　＊＊＊






「――くそっ、俺、なんで熱なんて出してるんだよ、何であんなことをしたんだよ！」

　あんな大事な局面で失態を晒し、約束を反故にするなんて。まだガンガンしている頭のままで立ち上がり、ゆっくりとリビングに向かう。奈津が置いていったトートバッグを覗いてみると、スポーツドリンクや酔い覚ましの薬のほかに細長い箱が入っていた。百貨店の包装紙を剥がして蓋を開けると、中にはネイビーカラーのストライプネクタイが入っている。添えられていたメッセージカードには『Happy Birthday　理玖。お仕事のときに使ってください』と書かれていた。

　嬉しさと申し訳なさで胸が締め付けられる。

　――どうする、俺。

　ゆっくり考えるまでもない。賽さいは既に投げられた。このまま放っておけば奈津に嫌われて終わるだけ。だったら勇気を振り絞って前に進むのみだ。

「俺は奈津に告白する」

　自分を奮い立たせるように言葉にすると、更に決意が固くなった。もう逃げたりしない。怖くても、どんな結果になろうとも、ちゃんと気持ちを伝えるんだ。

「そうと決まればこんなところで寝込んでる場合じゃない」

　俺は頭をスッキリさせるべく、シャワールームへと向かったのだった。

















４、初恋の顛末












　遠くでチャイムが鳴っている。

　ピンポーン、ピンポーン。

　――ドアホンのチャイム？　ああ、眠い。もう少しだけ……。

　ピンポーン。

　ハッとして目を開けると自分のベッドの上だった。そうか、私は泣きながら眠ってしまっていたんだ。

　もう一度チャイムが鳴って、私は慌ててベッドを下りた。リビングのモニターをチェックすると、なんとそこには理玖の姿が映っている。

「嘘っ、どうして!?」

　今の時刻は午前九時過ぎ。あれからわざわざ私を追いかけてきたということなのだろうか。

　――どうしよう。

　自分の服装を改めて見れば、理玖のマンションから帰ったときのままだ。白いＴシャツにベージュのショートパンツ。寝起きだから若干シワになっている。

　少し迷ったものの、私はそのまま玄関へと向かった。病人をいつまでも外に立たせておくわけにいかないし、やはりちゃんと話を聞きたいと思ったから。

　玄関のドアを開けた途端に目の前にぬっと黄色い花束が差し出される。

「えっ、なに？」

「……ひまわり。お詫わびの印しるしと……あと、奈津に話したいことがあって」

　花束の向こうからしょんぼりした声で「さっきは悪かった。反省している」と謝られた。

　理玖から花束をもらうなんて初めてだ。しかも私が好きなひまわりを選んでくれた。

　――そうか、本当に反省して謝りに来てくれたんだ。

　今朝はファーストキスを奪われたショックで怒ってしまったけれど、よく考えてみれば、あれは事故のようなものだった。

　理玖にとっては忙しい仕事の合間のテレビ出演、しかも熱まであったのだ。体調が悪いところにお酒をたくさん飲んだとなれば、酔って他の女性と私を勘違いしても仕方がなかったのかもしれない。

　――私も大人気おとなげなかったよね。理玖にしてみたらキスなんて大したことじゃないんだろうし。

　そう考えると胸がズキンと痛んだが、そんなの私の勝手な都合だ。

「そうか、反省しているならよろしい！　謝罪を受け入れます！」

　ことさら明るい調子で花束を受け取ると、その後ろからようやく理玖の顔が現れた。ここに来るまでにたくさん反省したのだろう、その表情は気まずげだ。わざわざ着替えたらしくグレーのスーツにきっちりとネクタイまで締めている。しかも私がプレゼントした品だ。嬉しさと照れ臭さが交錯こうさくする。

　――わざわざ私が贈った品を身に付けて、途中で花屋にも寄ってくれたんだ。私に謝るために。

　彼の誠意が伝わってきて、怒りの気持ちが消え失せた。

「入って。立ったままじゃ身体がキツいでしょ」

「奈津、ありがとう。俺……」

「何をしょんぼりしてるのよ。とりあえず、もう一度熱を測って休まなきゃ」

　玄関のたたきで躊躇している理玖を促すと、ＬＤＫのソファーに座らせた。熱を測るよう体温計を渡してから、私は花瓶を取りに部屋を出る。

「奈津、悪い！　水をもらってもいい？」

　廊下の納戸を開けていると、部屋から大きな声で訊ねられた。

「もちろん。しっかり水分補給して！　よかったら麦茶もスポーツドリンクもあるし」

　理玖にとっては昔から何度も出入りしていた勝手知ったる家だ。私は彼に冷蔵庫から好きな飲み物を取っていくよう答えつつ、花瓶を手にしてリビングに戻る。すると、すぐそこのキッチンで理玖が大皿を持って立っていた。

　――あっ！

「奈津、これって……」

　理玖が両手で持っている皿には手作りの誕生日ケーキが載っている。昨日、理玖と一緒に食べるつもりで私が作ったものだ。

「そ、それは……」

　――しまった、ケーキの存在を忘れてた！

　まさかこのタイミングで理玖に見つかってしまうとは思ってもみなかった。そもそも理玖が家まで来ることも、冷蔵庫を開ける流れになることも想定外だったのだ。

　――これじゃあ、私が祝う気満々だったのがバレバレだよ……。

　羞恥で頬を熱くしていると、理玖がケーキをダイニングテーブルに置いた。

「奈津が俺のために作ってくれたの？」

「えっと、ほら、一緒に買いに行けなかったし、誕生日にケーキが無いのも変だし？」

　早口で必死に取り繕つくろうと、理玖が申し訳なさげに目を伏せた。

「ここまでしてもらっておいて、俺は最低だな」

「昨日のことは仕方がないよ。仕事の付き合いだったんだし、たくさん飲まされてダウンしたんでしょ？　こっちこそ、体調が悪かったのに気が付かなくてごめんね」

「そうじゃない、俺が謝りたいのはそんなことじゃなくて……」

「もういいって！　うん、わかってるから大丈夫」

「奈津は何もわかってない！　俺は……」

　このままいけば今朝のキスの話題になりそうだ。『熱のせい』、『酔って前後不覚になっていた』だなんて、わざわざ理玖の口から聞かされたくない。さっきの謝罪で終わりにしたい私は慌てて違う話題を振った。

「そ、そうだ、熱は？　何度だったの？」

「問題ない、もう下がってる」

　そう言いながらも彼の目が泳いでいる。私はダイニングテーブルに花瓶を置いて、代わりにそこに置かれていた体温計を手に取った。見ると三十七度と表示されている。

「今朝よりは下がったけれど、まだ微熱があるよ。両親の寝室があいてるから、そこで休んでいく？　隣の家に帰ってもいいけれど」

「急いで来たから体温が上がってるだけだ」

「もう、『医者の不養生』だね。放っておいたら私が院長先生に叱られちゃう。せめて水分補給して。今、お水を持っていくから」

　私が誕生日ケーキを片付けようと皿を持つと、「今すぐ食べたい。駄目？」と首を傾げて懇願される。子犬みたいな甘え顔は反則だ。そんなの断れるわけがない。

「……食欲はあるの？」

「大丈夫。昨日吐いたきり何も食べてないから、逆にお腹が空いてるくらい」

「それは大丈夫って言わないの！　もう、ちょっと待ってて」

　理玖をダイニングセットの椅子に座らせると、ペットボトルの水を手に持たせた。追加で麦茶ポットとグラスもテーブルの上にドンと置く。

　ケーキはひとまず冷蔵庫に撤収てっしゅうだ。私は鍋でお粥を作ると、お椀によそってキッチンから運ぶ。

「まずはこっちを食べて。病み上がりの空すきっ腹にいきなり生クリームたっぷりのケーキだなんて、とんでもないからね」

　理玖の目の前にお粥を置くと、私も自分用のお椀を持って、理玖の向かい側に座った。

「うん、ありがとう。いただきます」

　理玖はペットボトルの水を勢いよく飲んでから、レンゲでお粥を口に運ぶ。

「美味しい」

「そっか。無理せずゆっくり食べてね」

「うん、本当に美味しくて……なんか泣いちゃいそうだ」

「そんな、お粥に梅干しを載せただけなのに」

　理玖がレンゲをお椀に戻し、テーブルに片肘をついて目元を覆う。

「理玖？」

「ごめん、俺……奈津が好きだ」

　――えっ？

　不意打ちの言葉に思考が追いつかない。私はレンゲを持つ手を止めたまま、ポカンと口をひらいて理玖を見つめた。

「このシチュエーションで急に何言ってんだよって話だよな。俺だってこんなタイミングで告るつもりじゃなかったのに……なんか、もう、いろいろ込み上げてきて、我慢できなかった」

　――どういうこと？

　私の聞き間違いでなければ理玖は『好きだ』と言わなかったか？　おまけに『告る』とも聞こえてきた。告るとは、つまり『告白』という意味で。

　――告白って、我慢できなかったって……。

「……それって、私に言ってるの？」

「当然だろ、他に誰がいるんだよ」

　私の馬鹿な質問に、ようやく理玖が顔を上げた。ちょっと伏目がちに唇を尖らせている。理玖が照れたときや困ったとき、そして私の反応を窺うときによく見せていた表情だ。

　――理玖が、私を好き？

　にわかには信じがたいけれど、理玖と過ごした時間と経験則そくが、これは冗談なんかじゃないと告げている。

　――いや、ちょっと待って。理玖と離れていたあいだに私の経験則が鈍ってるって可能性も……。

　改めて彼を見つめたら、じっと私に注がれる真剣な眼差しとぶつかった。違う、これは冗談なんかじゃない。理玖はこんなときにそんな冗談を言ったりなんかしない。

「理玖は、私のことが……好き」

「そう、俺は、奈津のことが好きだ。幼い頃からずっと」

　理玖がもう一度水を一口飲んでから、ゆっくりと口をひらく。

「俺が物心ついた頃にはいつも隣に奈津がいた。恋が何かも知らないような子供のときから、奈津は俺の特別で、俺の心のど真ん中にいる大切な存在だったんだ」

　続けてここに至るまでの気持ちを語ってくれた。

　目立つ容姿とチビで貧弱で泣き虫だった自分へのコンプレックス。私を守れなかったときの悔しさと恋心の自覚。強くなるために始めた剣道と、私に練習も試合も見せなかった理由。

　私が可唯を好きだったことも知っている……と言われたときには思わず「はぁ？」と声が出た。

「何言ってるの、どうして私が可唯くんを？」

「だって、いつも可唯に『優しい』だの『格好いい』だの言って見惚れてたし、奈緒ちゃんを羨ましがってたじゃないか。それにほら、二人の結婚式で可唯を見て号泣してた」

「ちがっ……！　私は幼馴染で両想いになれた二人の関係性に憧れていたの！　初恋の人と結ばれたお姉ちゃんが羨ましかったの！　私はあんなふうには絶対なれないと思ってたから」

「絶対なれないって……俺のことは男として見れないってこと？　どんなに頑張っても無理だって？」

「そうじゃなくて、理玖と私じゃ違いすぎるってこと。幼馴染でお隣さんで……その繋がりがなくなったら、私たちに接点なんてないじゃない」

　学生時代から同性からの嫉妬の視線に晒されてきた。美しい理玖と自分が不釣り合いなことなどわかっている。それでも一緒にいることができたのは、『幼馴染』という便利な理由があったから。

「今だって優秀な医師で患者さんにもスタッフにもモテていて。それでもこうして会えるのは幼馴染だからでしょ？　その関係を失うのは怖いよ……」

　私が使える唯一にして最強のカード。そんなの失いたくないに決まってる。

　語気を強くして答えたら、理玖が「ごめん、俺も同じだ」と呟いた。

「振られて気まずくなるくらいなら、幼馴染のままでいいと思っていた。けれどもう、それだけじゃ嫌なんだ。俺は奈津への気持ちを隠せないし、奈津にも俺のことを好きになってもらいたい」

　――そんなのもう、とっくに……。

「私だって……理玖のことが、好き」

「違うんだ。俺がほしい『好き』は奈津とは違う。俺が言ってるのは……」

「同じだよ」

「えっ？」

「同じなの。私は理玖が、大好きなの！」

　ただの幼馴染でいられたらどんなによかったか。隣でキラキラと眩いオーラを放つこの人を、好きにならずにいられたらどんなに楽だったか。近くにいるのが辛くて逃げて、そのくせ『幼馴染』のカードだけは後生ごしょう大事に握り締め続けていた。

「再会したら理玖はますます素敵になっていて、私を心配して励ましてくれて。そんなのもう、諦められるはずがない」

　話している途中でどんどん声が震えて途切れだす。胸の奥から熱い感情が込み上げて、涙になってこぼれ出た。

「私だってもう、ただの幼馴染じゃ嫌だ。ずっとずっと、好きだったの。私を……理玖の彼女にしてほしい」

　理玖が勢いよく立ち上がるとダイニングの椅子がひっくり返る。理玖はそれを気にする様子もなく、私に駆け寄りひざまずく。両手で私の手を握ると潤んだ瞳で見上げてきた。

「奈津、好きだ。俺の彼女になって」

「……私でいいの？」

「奈津がいい。昔も今も、俺が一緒にいたいと思う相手は奈津だけだ」

　理玖が私の手の甲に口づける。二人で一緒に立ち上がり、手を握ったまま見つめ合った。

「キスしてもいい？」

　理玖の問いに私が黙って頷くと、ゆっくり顔が近づいてくる。目を閉じた次の瞬間、柔らかい唇が重なった。

　今度のキスは羽毛みたいに軽くて優しい。それなのに電気が流れたみたいに痺しびれが走る。これはきっと、気持ちが繋がっているからだ。

　幸福感にうっとりしているうちに唇がそっと離れていった。それを寂しく感じてしまう自分がいる。

「奈津、もう一度、いい？」

「聞かなくてもいいから、いっぱい、キスして」

　火照ほてった顔で懇願すると、理玖の瞳が熱を帯びる。

「奈津……っ！」

　理玖の両腕が私の後頭部と背中にまわって抱き寄せる。すかさず唇がぶつけられた。さっきとは比べ物にならないほど情熱的なキスだ。何度も顔の角度を変えながら強い圧で唇を押しつけて、合間に甘噛みしたり吸い付いたりしてくる。チュッと高いリップ音が鳴るたびに身体が熱くなっていく。

「ん……っ」

　ペロリと舐められ思わず唇をひらくと、隙間から肉厚な舌が挿入はいってきた。生温かい舌が私の口内を縦横無尽じゅうおうむじんに動きまわる。歯列を丁寧になぞったあとで上顎を執拗にくすぐられた。舌先が触れるそこからじわりと快感が湧いてくる。触れられていないはずの下半身が疼きだし、じっと立っているのが難しくなってきた。

「ふ……っ、んっ、駄目……っ」

　太ももをモジモジさせながら理玖の胸をやんわりと押す。

「ん？　何が駄目なの？　俺に教えて？」

　コツンとおでこをくっつけて、至近距離から理玖が問いかけてくる。その声も視線もやけに甘ったるくて気恥ずかしい。

「なんか……キスが凄くエッチだよ」

「嬉しくてガッつきすぎてるのかも。嫌だった？」

「嫌じゃない。嫌じゃないけど……気持ちよすぎて変な声が出ちゃう」

　途端に理玖が額を離し、大きなため息をついてみせる。

「なんでこんなに可愛いんだよ。駄目だ奈津、そんなふうに男を煽あおっちゃ」

「私、煽ってなんか……」

「煽ってるんだ。その証拠に、もっと奈津の可愛い声が聞きたくなった」

　耳元に口を寄せて囁かれ、腰が砕けそうになった。

「あ……っ」

　思わず理玖に抱きつくと、逞しい腕で抱き止められる。その力強さに、彼が細く見えてもちゃんと大人の男性なのだと実感した。

「理玖……っ、好き」

「ほら、また。もう俺、止まれなくなるよ？　いいの？」

　未経験の私だって知っている。男女の行為にはキスの先があることを。理玖がそれを求めているということを。

　――そして私だって……。

　そうなったって構わない。理玖になら、私の初めてをぜんぶ捧げてもいい。ううん、もらってほしいと思うから。

　返事の代わりに頷いて、抱きつく腕に力を込めた。

「奈津、ベッドに行こう」

　彼の喉仏がゴクリと動き、次の瞬間、私の身体が持ち上げられる。いわゆるお姫様抱っこというやつだ。

「きゃっ！」

「しっかり掴まっていて。移動するから」

　そのまま廊下に連れ出され、彼の足先が私の部屋に向いたところで「ちょっと待って」と声が出た。

「シャワーを浴びたい。今朝帰ってからそのままなの」

「俺はもう浴びてきたし、奈津はそのままでいいよ」

　勇気を出した発言なのに、理玖は『なんだ、そんなことか』みたいな顔をする。デリカシーの欠如にもほどがある。大好きな人との初体験で自分だけ汗くさいなんて最悪だ。

「違う、私が嫌なの！　乙女心をわかりなさいよ！」

　抱きついたまま片手で理玖の背中をパシッ！　と軽く叩いてみせると、「ふっ、わかったよ」とバスルームに方向転換してくれた。

「それじゃあ、ごゆっくり」

　洗面台の前に私を下ろすと口元を緩めたまま扉を閉めて去っていく。理玖だけ余裕綽々しゃくしゃくなのが憎らしい。

　――そりゃあ、理玖は慣れているんだろうけど。

　ずっと私を好きでいてくれたのはもちろん嬉しい。けれど私は、だからといって理玖がこれまで未経験だと考えるほどの無知でもないのだ。

　お互い距離を置いていた、私が知らない十年間。そのあいだに彼にどんな出会いがあって、どんな経験を積んできたのかを知る由よしもないけれど。

「だってさっきのキスも、なんか凄かったし」

　腰砕けにされた情熱的な口づけを思い出し、じわりと全身が熱くなる。私は慌ててバスルームに飛び込むと、いつも以上に念入りに身体を洗ったのだった。






　髪を乾かし、バスタオルを身体に巻きつけただけの姿で自分の部屋へと向かう。ドキドキしながらドアを開けたら理玖の姿が見当たらない。

　あれっ？　と思ったところで玄関のほうから音がして、バタバタ足音を立てながら理玖が部屋に入ってきた。

「どこに行ってたの？」

「すぐそこのコンビニ。悪いけど家の鍵を借りたぞ」

「それはいいけど、何かほしいものがあったの？」

　この局面で買い物に出かけてしまえるとはずいぶん余裕があるものだ……と思っていたら、理玖が私の目の前でコンビニの袋を掲げてみせる。

「避妊具、必要だろ？」

「ひっ……」

　――避妊具!?

　動揺する私を尻目に彼が袋の中身を取り出し枕元に置いた。シャッと勢いよく部屋のカーテンを閉めてから私を振り返る。

「ありがとう、ちゃんと準備して待っててくれたんだな」

　上下に動く彼の視線で自分がバスタオル一枚で立っていることを思い出した。この布一枚を取り除けば私は全裸だ。幼い頃から一度も見せたことのない赤裸々な自分を晒すことになる。心臓がバクバク音を立て、羞恥と緊張が私を襲う。

　理玖が私の目の前で足を止める。「おいで」と手を引かれると足が震えてもつれそうになった。

「だってまだお昼前の明るい時間なのに……恥ずかしいよ」

　貧相ひんそうな身体付きに幻滅しないだろうか、他の美しい女性たちと比べてガッカリされないだろうか。

　彼との行為に期待しつつもなんだか怖い。この期に及んでウジウジしていたら、縦に抱きかかえてベッドに運ばれてしまう。

「あっ！」

　ボスンと揺れるベッドの上で、理玖が両手をついて私を囲う。

「奈津は恥ずかしがってればいいよ。そんなこと忘れるくらい気持ちよくするし」

「も、もうっ、そんなこと言わないで。私は理玖と違って……初めて、なんだからね。ぜんぜん余裕がないの」

　恥を覚悟で告白すると、理玖が「そうか」と目を細める。

「よかった、俺も初めてだ」

　――えっ!?

「嘘っ！　だって理玖はモテてたじゃない！　初詣のときには彼女がいたよね？　それに、花絵さんだって……」

「告白されたり付き纏われることはあったけど、誰とも付き合ったことはないよ。初詣は同期の仲間たちとの待ち合わせ。花絵さんは、マネージャーの車で送ってくれただけだ。部屋の中には一歩たりとも踏み込ませていない」

　モテることと付き合うことは別モノだ……と苦笑する理玖に、私は己の勘違いを悟る。

　目立つ容姿だから、モテるから、誰かと当然付き合っていただろうなんて考えはあまりにも浅はかだ。私は幼少期の理玖が自分の容姿をコンプレックスに感じて隠そうとしていたことを知っていたのに。彼はずっと私を好きだったと、私だけだと言ってくれていたのに。その言葉の重みを理解していなかった自分が情けない。

　――理玖はこんなに想ってくれていたのに、私は彼の部屋から一方的に怒って逃げたんだな。

　それでも彼は追いかけてきてくれたのだ。そう思ったら胸いっぱいに感動が拡がって、瞳がみるみる潤みだす。

「理玖も、私だけ……」

「そうだよ。キスもセックスも、好きな子以外とするわけないだろ。恥ずかしいから言わせるな」

　口をひらけば涙がこぼれてしまいそうだ。頬を震わせながらコクリと頷いたら、理玖が三日月みたいに目を細めて指先で目尻の涙を拭ってくれた。

「俺も馬鹿だったな。こんなに可愛い子を、よくも今日まで放っておけたもんだ」

「もう二度と放っておかないで」

「ああ、絶対に逃さない。……もう限界だ早く奈津に触れさせて」

　言うが早いか再び唇が重なって、舌を絡ませた濃厚な口づけに変わる。舌の裏筋を舐め上げられて、「んっ」と鼻にかかった声が出た。

　――やっ、恥ずかしい！

　これで理玖も初めてだなんて信じられない……と冗談めかして誤魔化そうかと思ったけれど。

「奈津、好きだ……本当に」

　熱を帯びた真剣な瞳に射抜かれて、そんなことを言う余裕もなくしてしまった。

　身体を起こした理玖がスーツを脱ぎ捨て全裸になる。彼はどうやら着痩せするらしい。厚い胸板と割れた腹筋、想像以上に整った身体つきに、私はまな板の上の鯉のごとく動けないまま見惚れてしまう。「ふっ、何を見てるの」

　彼が私の脚のあいだに陣取って、そっと胸元に手を伸ばす。

「あっ」

　両手でバスタオルをはだけられ、私の裸体が外気に触れた。彼の視線がじっと私に注がれる。ドッ、ドッ、ドッ……と心臓が早鐘を打ったそのとき。

「綺麗だ……とても」

　理玖がゆっくり覆い被さってきて、胸の先端にキスされた。

「あんっ！」

　彼の大きな手のひらが乳房をやわやわと揉みしだく。合間にピンクの頂を二本指で挟み込んだり指の腹で転がされると何故か蜜口がヒクついた。

　もう片方の胸は理玖の唇で覆われている。赤ん坊みたいにむしゃぶりついたかと思うと、舌先で先端を転がしたり舐めたりと連続で刺激を与えてくる。

「あっ、やっ、ああっ！」

　お腹の奥に火種ひだねが生まれ、どんどん熱くなっていく。じっとしていられなくなった私は首を左右に振りながらシーツを握りしめる。

　理玖の頭が徐々に下へとズレていく。胸の先端から胸の谷間に、そして臍へとキスの雨を降らせながら、とうとう下腹部の薄い繁みに辿り着いた。

　――あっ！

　私の身体に緊張が走った次の瞬間、上体を起こした理玖に膝裏から脚を折り畳まれていた。

「凄いな、これが奈津の……」

「やだ、見ないで」

「見るよ。もう濡れてるんだな、嬉しい」

　股を大きくひらかれて、あいだに理玖の顔が沈んでいく。

「やっ、駄目ぇ！」

　叫びも虚しく理玖が口淫こういんを開始する。ゆっくりと中心線を舐め上げてから蜜口に吸いついてきた。割れ目から舌を差し込んで、ナカをチロチロと刺激する。彼の唇があふれる蜜を吸い上げるたびにジュルッと水音が聞こえてきた。羞恥と快感の狭間でどんどん気持ちが昂たかぶっていく。

「ああっ、もうっ、変になるからぁ！」

　強すぎる刺激に腰を捻るもガッツリ押さえつけられて逃げられない。理玖が繁みを掻き分けて、小さな蕾つぼみをじっと見る。

「奈津、ココが女の子の感じるところなんだろ？」

「えっ？　……あっ、ああっ！」

　理玖が蕾をペロリと舐めて、そのまま唇で挟み込む。強い刺激に腰が跳ね、私は堪らず嬌声をあげた。

「やぁっ！　駄目ぇ！」

「駄目？　気持ちよくない？　これは嫌い？」

　チュパチュパと吸ったり舐めたりを繰り返しながら合間にこちらをチラリと見上げてくる。

「奈津、教えて？　奈津が気持ちいいことしたいから」

　そんなふうに聞かれたら、正直に答えないわけにはいかない。

「……嫌い、じゃない」

「嫌いじゃないって、ココをこうしてもいいってこと？」

　言いながら指で蕾をつねられて、「きゃあっ！」と思わず悲鳴をあげた。続けてトントン……と先端を指の腹でノックされると連動するように腰が浮く。

「これは？　奈津、教えて？」

　もう降参だ。恥ずかしさよりも快楽を求める気持ちが勝った。私は覚悟を決めて口をひらく。

「気持ち、いいから。理玖がしてくれること、ぜんぶ、気持ちいいっ」

「そう、よかった」

　笑みを浮かべた理玖が再び口淫を開始した。蜜口に吸い付き舌を這わせ、あふれ出る蜜をジュルジュルと啜る。さっきよりも水音が大きいのはわざとじゃないだろうか。

　理玖が指先に纏った液を蕾に塗りたくる。指の腹でくるくると丸く撫でられているうちに先端が熱くなってくるのを感じた。

「あっ、あっ……ソコ、駄目っ」

「駄目？　気持ちいい？」

「いいっ、気持ちいい……っ！」

　ビクビクと腰を跳ねさせながらうわごとみたいに繰り返す。

「そう、こうして包皮を剥くとね、もっと感じるようになるから。ほら、ぷっくりしてきた。ココでイこうか」

　――ホウヒ？　ココで……イく？

　ゆっくり考える暇もなく、理玖に蕾を扱しごかれた。今までにない強い刺激に背中を反らす。

「あっ、ああーーっ！」

　パクリと口に咥えられ、チューチュー強く吸い上げられる。熱くて気持ちよくて頭の中が沸騰する。こんな快感、私は知らない。

　お腹の奥から甘い痺れがやってくる。じわじわと隘路あいろを伝い、抗えない大きな波になった。

「あっ、やっ、もう……っ」

「イっていいよ。イクって言って？」

　剥き出しの蕾をガジガジと甘噛みされて快感が弾けた。目の前でチカチカと光が瞬く。

「ああーーっ、イクっ、イっちゃう……っ！」

　腰をブルッと震わせて、私は生まれて初めての絶頂を迎えたのだった。

　――私、イったんだ。理玖の口で。

　快感の余韻に浸っていたら、間髪を入れずに「今度は指でナカを触るよ」と聞こえてきた。

「指で、ナカを？」

　軽く頭を上げて見ると、脚のあいだに座った理玖が私の片脚を肩に担ぎ上げるところだった。

「えっ、嘘っ！」

「奈津のココ、俺の指で拡げるから」

　その言葉と同時に身体の中心に異物が挿入される。それが理玖の指だと認識した直後、ナカを勢いよく擦られた。

「ああっ！」

　細くて長い指が猛スピードで隘路あいろを往復する。達した直後のソコは敏感で、指で擦られるたびに声が出てしまう。水音がどんどん大きくなって、室内に私の嬌声が響き渡る。指が二本に増やされ抽送が激しくなった。合間にぐるりと隘路を掻き回して拡げられる。

　ある一点に指の腹が触れたとき、強い刺激に悲鳴をあげた。熱いような痛いような、お漏らししそうな感覚だ。

　――今の、何？

「奈津のイイところ、見つけた」

「えっ？　……ああっ！」

　さっきと同じ場所……内壁の浅いところを指の腹でグイと押し上げられる。身悶える私を尻目に理玖は執拗にソコを攻めてきた。敏感な部分を二本指でノックされて、電気みたいな刺激が走る。こんなのもう、耐えられない。

「やっ、あ……っ、イクっ！」

　つま先をキュッと丸めて達したところでようやく私の片脚が下ろされた。肩で息をしている私の目に飛び込んできたのは、枕元の避妊具に手を伸ばす理玖の姿だ。俯く彼の手元を見てみると、臍へそまで反り返った立派な屹立きつりつが鎌首かまくびをもたげていた。

「嘘っ、そんなに大きいの!?」

　思わず声に出したら理玖が「光栄です」とはにかんだ。

「ちゃんと奈津を満足させられたらいいんだけど」

　満足する以前にあんなものが私のナカに挿入はいるのだろうか。それに私は二度も達したばかりだ。そんなところに更に刺激を加えられたら本当におかしくなってしまうんじゃないだろうか。

　避妊具を装着し終えた理玖が片手で屹立を握りしめた。蜜口に先端が当てがわれ、期待と恐怖が交錯する。入り口でぬるぬると往復を始めたところで覚悟を決めた私が目を瞑る。その直後、とうとうソレが挿し込まれた。

　――あっ！

　ぬるりと挿入った先端は、そこで一旦動きを止める。

「……っは」

　理玖の苦しげな呼吸から、狭い隘路でどうにか先に進もうと足掻いているのが伝わってくる。それでも彼が小刻みに腰を揺らすたびに内壁が広がり異物を受け入れていく。理玖はゆっくり慎重に腰を進め、奥へ奥へと挿入ってきた。私がそれほど痛みを感じないのは彼が丁寧に準備をしてくれたからだろう。

　――物凄い圧迫感だ。

　私が浅い呼吸をしながら耐えていると、最奥にコツンと何かが当たる感覚があった。

「……挿入った」

「挿入った？」

「ああ、一番奥まで、ぜんぶ。奈津のナカに、俺がいる」

　――私のナカに理玖が……。

　そうか、とうとう私たちは結ばれたんだ。

「ずっとこうしたかったんだ。奈津のナカ、想像以上に温かくて気持ちいい」

　理玖が感極まったように呟いた。

「嬉しい……」

　感動で泣きだしそうになったそのとき。

「でもごめん、本番はここからだから」

　――えっ？

　直後に理玖が腰を引き、勢いをつけて挿し込んできた。

「ああっ！」

　バチンと恥骨がぶつかって、その勢いのままに抽送が開始された。熱杭ねつくいが私のナカを往復していく。

「……っは、奈津のナカ、凄い締めつけ……気持ちよすぎて……ヤバい」

　隘路いっぱいの屹立が、更にググッと体積を増す。理玖が腰を動かすたびに内壁が擦れて快感が生まれる。どんどんあふれる愛液でナカの滑りがよくなってきた。

「あっ、ん……っ、あっ、イイっ」

「うあっ、奈津、そんなに締めないで」

「そんなの、どうしたら……」

　繰り返される刺激に抗いようもない。蜜口がキュッと窄まり理玖の根元を締めつける。

「くそっ、もう、止まらない」

　フィニッシュとばかりに理玖がスピードを上げた。ゴツン、ゴツンと最奥を抉られて、私はひたすら嬌声をあげ続ける。

「やっ、凄いっ！　もう……もうっ！」

「奈津、俺も……」

　快感が背筋を駆け抜けて、私は大きく背中を反らす。

「ああーーっ、イク……っ！」

　私が叫んだその直後、理玖が低い呻きを洩らす。お腹がジワリと熱くなり、彼が達したのだとわかった。
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　嵐のような時間が過ぎ去って、私はようやく身体の力を抜いた。

　――なんだか凄かった。

　息も絶え絶えでぐったりしていると、理玖が汗で濡れた私の前髪を掻き上げてくれた。心配そうに顔を覗き込んでくる。

「大丈夫？」

「うん」

「気持ちよかった？」

「気持ちよかった……けど」

　改めて考えると物凄いことをしたものだと思う。裸の身体を投げ出して、己で触れたこともない奥の奥まで触れさせた。セックスとはすべてを曝さらけ出す行為なのだ。

　――そのうえ、あられもない言葉を散々さんざん発してしまって……。

「もう無理、これ以上聞かないで」

　両手で真っ赤な顔を覆うと、すぐさまその手を掴んでどけられる。シーツに両手を縫い止めて、上から私を見下ろしてきた。

「嫌だ、聞かせてほしい。俺のテクニックはどうだった？　ちゃんと俺とのエッチで感じてくれた？」

「そ、そんな赤裸々せきららな！　いくらエッチが上手うまくて自信があるからって、そんなこと聞いてくる？」

「俺のエッチは上手なの？」

　途端に理玖が破顔はがんして、私をキツく抱きしめた。そのままグルンと天地が逆転して、私が上から理玖に抱きつく格好になる。汗ばんだ肌がピタリとくっついて、本当に一つになれたのだと実感できる。

「ふ～ん、そうか、奈津は俺のテクニックで満足してくれたんだ」

「ちょっと、まだそれを言う？」

　拗すねたように唇を尖らせてみせると、理玖が「そりゃあ、そうだろ。この日をずっと夢見てたんだから」と自虐的に口角を上げた。

　彼は私への気持ちを募らせて、持て余した性欲を夜な夜な自分で慰めていたのだそうだ。私を抱くことを想像して、どんな手順でどんなふうにしたら喜ばせることができるかと考えていたらしい。

「俺は奈津を抱けて嬉しかったし、心から満足できた。だから奈津にとっても初体験がいい思い出になってくれればいいなと思う」

　――そんなふうに考えてくれてたんだ。

　胸の奥が熱くなり、理玖が好きだと改めて思う。

　そこまで言われてしまえば私だって理玖を喜ばせたい。

「理玖、私も嬉しかったよ。初めてが最高の思い出になった。理玖に抱かれて……その、めちゃくちゃ気持ちよかった、です」

「ふっ、どうして敬語？」

「そこは突っ込まないでよ！　恥ずかしいからに決まってるでしょ！」

　そんな自分が照れ臭い。思わずふふっと笑ったら、理玖が不思議そうに首を傾げる。

「ん、どうした？」

「だって、こんな会話をしてるのが可笑しいなって。今朝ファーストキスを奪われたと思ったら、今はもう……ぜんぶ済ませちゃったなんて」

　急展開すぎてジェットコースターみたいだ。

「それは……ガッつきすぎてごめん。謝りついでに言っておくけど、奈津のファーストキスはもっと前にもらってるから」

　――えっ？

「それ、どういうこと？」

「ん～、あとでいっぱい叱ってよ。今は奈津に触れたくて仕方がない。もう一度、いい？」

　再び彼に覆い被さられて、嬉しげに目を細めた顔が近づいてくる。

「あ……っ」

　疑問は残っているけれど、それより今は甘い時間を過ごしたい。

　私はそっと目を閉じて、優しいキスを受け止めた。
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「奈津ちゃん、再来週の週末は何か予定が入ってる？」

　月曜日の朝、クリニックの院長室でパソコンにスケジュールを打ち込んでいたら、急に院長から質問された。

「再来週というと九月の第一週ですね。土曜日は午後から医師会の食事会がありますが、日曜日はフリーになっていますよ」

　目の前のスケジュール表を確認しながら答えると、「違う違う、奈津ちゃんの予定を聞いてるんだ」と返ってきた。

「私、ですか？」

　再来週は理玖も当直がなくて休みなため、金曜日の夜から彼のマンションに行く予定だけれど……。

　――えっ、まさか理玖とのことがバレた!?






　理玖と結ばれてから約一週間。未だ私たちの交際については家族に話せていない。

　理玖はすぐにでも報告したがったのだけれど、私が待ったをかけたのだ。

　理玖は『北島クリニック』の大事な跡取りで将来有望な身。対する私は特に取り柄もなく、今の職場も院長に拾ってもらった立場だ。いくら家族ぐるみで仲良くしているといっても身の程知らずは否いなめない。

　私の言葉を聞いた理玖は『何言ってるんだよ！　奈津は秘書として立派に働いてるじゃないか。それに俺の家族はみんな奈津のことが大好きなんだ、交際を反対するわけがない』と言ってくれたけれど。

　――だけど私が怖いんだ。

　私は院長が理玖に期待していることも見合い話があったことも知っている。彼らが私と違って華やかな世界の住人だということも、先週改めて見せつけられてしまったばかりだ。

　理玖が望みさえすればいくらでも素敵な女性を選び放題なのは周知の事実。その彼が選んだ相手が私だなんて、院長夫妻はガッカリするに違いない。『娘みたいに可愛がっているお隣の奈津ちゃん』と『理玖の嫁として迎えたい娘さん』は決してイコールではないのだ。

　理玖の交際相手を知って落胆するおじさまとおばさまの顔など見たくない。退職後、弱りきっていた私に親身になってくれた二人を裏切ってしまったという罪悪感もある。

『クリニックで働き始めたばかりで恋愛にうつつを抜かしてるとは思われたくないし、私ももう少し自信をつけたいの』

　だから交際宣言をするのはクリニックでの実績を積んでからにしたい……と伝えたところ、理玖が渋々頷いてくれたのだ。

　平日はお互い仕事があるため会っていなかったけれど、昨日と一昨日の土日は私が理玖のマンションを訪れていた。

　理玖のマンションを訪れたのは結ばれたあの日以来。しかも初のお泊まりで最初はドキドキしたものの、一緒に料理をしたり映画を見たりしていたらあっという間に緊張が解けた。

『ふふっ、一緒にいると楽しいね。昔に戻ったみたいで嬉しいな』

　食事のあとで食器をキッチンに運んでいたら、後ろから理玖に抱きしめられて。

『幼い頃を思い出すのもいいけれど、俺としては子供じゃできないことをしたいな』

『えっ、子供じゃって……あっ！』

　甘ったるい囁きに振り向くと、間髪を入れずにキスされた。

『こういうこと』

　そのままキッチンで裸にされて、カウンターにもたれた状態で……。






　──って、今はそんなことを思い出してる場合じゃないし！

　院長を前に隠し事をしているのは心苦しい。後ろめたさが募るけれど、報告をするのはもう少し、せめて私が医療事務の資格を取って、クリニックと理玖の役に立てるのだと胸を張れるようになってからにさせてほしい……だなんて、そんなの私の勝手な都合だけれど。

「――私の週末の予定……ですか」

　どんな理由があろうとも北島のおじさまとおばさまを裏切っていることには変わりない。理玖と会うのかと聞かれたら、覚悟を決めて頭を下げようと決意した。

　しかし院長の話は予想外のもので。

「ああ、千葉にいる私の姉……可唯と理玖にとっては伯母にあたるんだが、若い男女の縁を結ぶのが趣味みたいでね。奈津ちゃんの話をしたら、いい男性がいるから紹介したいと言ってるんだ」

「紹介というと、お見合いですか？」

「まぁ、そうなんだが、格式ばったものじゃないんだよ」

　院長が差し出してきた白封筒には『身上書』と書かれている。こんなものまで用意してあるということは、ちょっとお茶だけしてすぐに帰るというわけにはいかなそうだ。

「私は職場を変わったばかりですし、今はまだ、お見合いとかは……」

　やんわりと断ろうとしたけれど、「堅苦しく考えず、まずは食事だけでも楽しんできたらどうだろう。姉の趣味に付き合うと思って」と勧すすめられてしまえば断りづらい。結局「少し考えさせてください」と答えて身上書を受け取ってしまった。






　その夜。

　午後九時を過ぎた頃、突然玄関のチャイムが鳴った。ドアホンのモニターを見ると、なんと理玖が映っている。

　――えっ、どうして!?

　理玖とは親バレを避けるためこちらのマンションで会うのをやめておこうと決めたはずだ。しかも平日の夜、何の連絡もなしに来るだなんて。

　しかし理由はなんとなく予想がついた。私が今日の院長との会話について、【どう言えばいいと思う？】と理玖に相談メッセージを送ったからだ。

　彼からは【そんなの断るの一択だろ！】と返事が来ていたけれど、まさか今日の今日でいきなり会いに来るとは思わなかった。

　私が玄関の鍵を開けた途端に外から勢いよくドアが開けられる。

「行くぞ」

「えっ？」

　理玖は私の手を掴むと、すぐ隣の部屋の前まで連れて行った。そのまま躊躇ちゅうちょなくチャイムを鳴らす。

　――ええっ！

「ちょっ、理玖！」

　モニターで私たちの姿を確認したのだろう。間もなく内側からドアがひらき、北島のおばさまが顔を出した。理玖が私の手を掴んでいるのに気づいただろうに指摘することなく、普通に「さあ入って」と招き入れてくれた。

「父さんは帰ってる？」

「ええ、晩酌してるけど、理玖も飲む？」

「いや、今日は遠慮しておく」

　廊下を歩きながら二人がそんな会話を交わしている。おばさまが先にＬＤＫに入っていくと、部屋の手前で理玖が立ち止まった。

「奈津、俺たちのことを話すぞ」

　躊躇しないといえば嘘になる。おじさまとおばさまを失望させたくなんかないし、報告するにしても、せめて胸を張って理玖の隣に立てるようになってからだと思っていた。

　──けれどここまできて嘘を突き通すなんて不誠実だ。

　私は覚悟を決めて理玖に向かって頷いた。あとはどう言われようが誠心誠意、自分の気持ちを伝えるだけだ。

　理玖に手首を掴まれたまま入っていくと、おじさまはダイニングテーブルでビールを飲んでいた。「やぁ、奈津ちゃん」と笑顔を見せて、今さっきまで読んでいたであろう夕刊を畳む。いつもと変わらぬ気さくさに、これから話す内容を思うと申し訳なくなってきた。

　テーブルの向こう側におじさまとおばさま、手前側に理玖と私が並んで座る。

「父さん、母さん、俺たち付き合うことになったから」

　理玖が開口一番ズバリと言ってのけた。突然の交際宣言におじさまは目を丸くしているけれど、おばさまのほうは黙ってこちらを見ているだけだ。その表情からは、この状況をどう受け止めているのかわからない。

　私は意を決して立ち上がった。まずは謝罪が第一だ。

「あっ、あの、こんなことになってしまって申し訳ありません！」

　勢いよく頭を下げる私を横から理玖が引き止める。

「奈津、謝ることじゃないだろ!?」

「ううん、謝ることだよ」

　私は再び前に向き直ると言葉を続けた。

「理玖の相手が私だなんて、お二人とも失望されたかと思います。でも、私、彼の力になれるよう精一杯頑張りますので、どうか認めていただけないでしょうか」

　俯く私の耳に「あら理玖、よかったわね～」と軽やかな声が聞こえてきた。

　――あれっ？

　不審に思いつつゆっくりと顔を上げると、おばさまがニコニコしながらこちらを見つめている。

「奈津ちゃん、座ってちょうだい。そんなに緊張しちゃって、ずいぶん悩ませちゃったのね」

　お言葉に甘えて席につく。穏やかな笑顔にほっとしつつも不思議に思っていると、私より先におじさまが「これは……どういうことなんだ？」と皆の顔を見渡した。

　事情が飲み込めていない様子のおじさまをおばさまがクスッと笑う。

「ああ、あなたはまったく気づいていなかったものね。私と真沙美まさみさんは、なんとなく二人の気持ちに気づいてたわよ」

　と私の母の名前を出してきた。

　――えっ、お母さんが!?

　今度はこちらが驚く番だ。思わず顔を見合わせた私と理玖に、おばさまが愉快そうに語りだす。

「あなたたちがお互いに好意を持ってるんじゃないかって話は昔から真沙美さんとしてたのよ。なにせ二人はいつも一緒だったし、特に理玖は奈津ちゃんにべったりだったから。まあ、私は理玖の片想いだと思ってたんだけどね」

　理玖が剣道を始めた理由も薄々気がついていたそうで、そのうち二人が付き合い出すのでは？　と思っていたそうだ。

「けれど、付き合うどころか話もしなくなっちゃって」

　徐々によそよそしくなっていく私たちを見て、思春期になって一緒にいるのが恥ずかしくなったのだろうか、はたまた理玖が告白して振られたのでは？　と母親同士で話し合ったこともあるという。

「私と真沙美さんは、上二人と下二人がくっついたら楽しくていいね……なんて冗談めかして言ってたけれど、あなたたちの気持ちをどうこうできるものでもないでしょう？　結局、外野は騒がず自然に任せようという結論になったの」

　近年の様子を見るに至り、私たちが付き合う線は完全に消えたと思っていたのだが。

「それが奈津ちゃんがうちのクリニックで働くことになった途端、理玖が用もないのに家に来るようになったじゃない？　これはもしかしたら……って思って」

　以前から理玖の片想い説を唱えていたおばさまは、私たちが再び接近していることを知って、誕生日のあの日、私を理玖のマンションに向かわせた……ということだった。

　――凄い！　理玖の片想いと勘違いしてた以外は合っている！

　おばさまの洞察力に舌を巻いていると、それまで黙って聞いていたおじさまが焦りだす。

「ちょっと待て、おまえが何も言わないものだから、奈津ちゃんにお見合いを勧めてしまったじゃないか」

「あら、私は理玖のときも今回も、本人たちが結婚したいと言うまで放っておけばいいって言いましたよ。大体あなたがお義姉さんが持ち込んだ話をほいほい引き受けたりするからいけないんでしょ。反省してください」

「反省って……奈津ちゃん、今朝の話は忘れてもらえるかな。知らなかったとはいえ、余計なことをして悪かったね」

　テーブルに両手をついて謝られ、こちらのほうが恐縮してしまう。

　おじさまが頭を上げるのを待って、理玖が口をひらいた。

「それじゃあ二人とも、俺たちの交際を認めてくれるんだね」

「反対する理由なんてないでしょ」

「反対する理由がないだろう」

　迷いなく絶妙にハモって答えるものだから、緊張の糸がぷつりと切れた。可笑しくて嬉しくて感動して、安心した途端に涙が出てしまう。

「おじさま、おばさま……許してくださって、ありがとう、ございます」

　鼻を啜すすりながらも言い切ると、理玖が慌ててティッシュを取ってきて私の頬を拭いてくれた。

　姉たちの結婚式の日も、同じように涙を拭ってくれたことを思い出す。

　――理玖はあのときから変わっていなかったんだ。

　どんどん格好よく、人気者になっていく理玖に劣等感を持って勝手にいじけていたけれど。そんな私を理玖はずっと想ってくれていた。

　そう思ったらますます嬉しくなって、涙が止まらなくなってしまう。

「そうだ、奈津ちゃん、伊豆のご両親に電話しましょうよ！」

　おばさまが両手をパンッと合わせて立ち上がる。

「こんな素敵なお話はすぐに報告すべきだわ。真沙美さんも奈津ちゃんのことを心配していたもの、きっと喜ぶと思う」

　言うが早いか固定電話のボタンを押して、子機を手にして喋りだす。

「あっ、真沙美さん？　お久しぶり～。じつは凄く素敵なご報告があるの。ふふっ、驚くわよ。ちょっと待ってね」

　ウインクしながら私に子機を手渡してくる。受話口に耳をあてると久しぶりに聞く母の声がした。

「お母さん？　うん、奈津です。あのね、私ね……理玖と、付き合うことになった」

　そこから先は声にならず、子機を握りしめたまま黙って頬を震わせる。

「奈津、俺に貸して」

　横からヒョイと理玖が子機を取り上げた。

「おばさん？　ご無沙汰しております、弟の理玖です。このたび奈津さんとお付き合いさせていただくことになりまして……一生大切にします！　どうか奈津さんを、僕にください！」

　――ええっ!?

　衝撃の発言に思わず涙も引っ込んだ。うしろでおじさまが「いきなり結婚の挨拶か」と吹き出して、自分の失言に気づいた理玖が慌てて「あっ、間違えました！　いや、間違いじゃなくて、そのつもりでいるって意味で……」としどろもどろになって。

　――ああ、幸せだなぁ。

　セクハラに遭ったり退職したり、失恋したと思い込んだり。

　たくさん辛いこともあったけれど、その先に今がある。そう考えると、これから先にどんなに辛いことがあっても頑張って乗り越えていけるような気がするのだ。

　――これからは、理玖と二人で。

　目の前ではなおも理玖が電話の向こうの母と話し続けている。どうやら父もいたらしい。私はテンパってる彼と交代すべく、涙を拭って子機に手を伸ばした。

















５、サンセットビーチの誓い












　常夏とこなつの島ハワイは十二月でも暖かい。朝早い時間にホノルルの国際空港に到着した私たち一行いっこうは、南国ムード満点な雰囲気と日本との気候の違いに驚きつつ、ホテルへと向かうシャトルバスに乗り込んだ。






　今回の旅はハワイでの挙式と新婚旅行を兼ねたものだ。今年の九月に晴れて両親公認の恋人になった私と理玖だが、途端に理玖が『今すぐ同棲したい』だの『すぐに結納だけでも済ませよう』だのと騒ぎ立て、私のみでなく北島のおじさまとおばさまに、それはもう、かなりしつこく許可を迫った。そのうえ勤務先の大学病院やクリニックでも『婚約者がいる』と公言してまわったものだから、皆が真偽を確かめようとおじさまに連絡してきて一気に周囲が騒がしくなってしまった。

　困り果てたおじさまが理玖と私を北島家に呼び出して、『おまえたち、本当に結婚する気があるのならとっとと日にちを決めてしまえ』と言い渡した。

　おじさまによると、スタッフからは次々とお祝いの言葉を掛けられるし、知り合いの医師たちからは、次男が婚約したというのは本当か、そうじゃなければうちの娘はどうだ……と駆け込みで見合いを持ちかけられて甚はなはだ困っているらしい。

　おじさまの気持ちは理解できる。私だって九月に入ってからクリニック内で注目の的まとになってしまっているから。おじさまと同様、あちこちで『婚約おめでとうございます』と言われるし、なかには『理玖先生と結婚されるって本当ですか？』と泣きそうな顔で聞いてくるスタッフも何人かいた。きっと彼女たちは理玖に憧れや恋心を抱いていたのだろう。

　そんな相手に嘘をつくのは不誠実だと考え、『まだ結婚は決まっていませんが、結婚を前提にお付き合いさせていただいています』と答えたのだが、そのたびに酷く申し訳ない気持ちになっていた。

　ちなみに花絵さんも私たちの婚約話を知っている。理玖が直接告げたからだ。

　先日、彼女の最後の外来受診日に『お世話になったお礼に二人でお食事を』と理玖が誘われたそうだ。

『いえ、婚約者がいるので二人きりは遠慮させてください。食事なら関係者の皆さんと一緒に』

　と返事をしたところ、花絵さんは『まさか、あの地味な子？』と驚愕の表情を浮かべたらしい。

『あなたが言う『地味な子』が誰を指しているのかは知りませんが、とても可愛くて素敵な女性ですよ。僕の初恋相手なので』

　理玖の言葉に花絵さんは言葉を失い、黙って診察室から出て行った……というのを、私は仲のいい外来ナースからこっそり聞かされた。

　マンションで遭遇したあの日、彼女が嘘をついたのは正しくなかったけれど、それだけ本気で理玖のことが好きだったのだろうと思う。

　多くの人々が憧れる『まゆみ姫』。病院のためにも理玖の将来のためにも、彼女と付き合ったほうが得るものが大きいだろう。

　──私なんかよりも、ずっと……。

　という言葉を呑み込んで、私は何も聞かなかったことにした。

　理玖が『素敵な女性』と言ってくれたのであれば、私はそうありたいと思う。いっぱい学んで成長して、彼に相応ふさわしい女性になればいい。自分を卑下したり誰かを羨うらやんだりする私とはサヨナラだ。

　──理玖が選んでくれた私に自信を持とう。

　そう決めた。






『――奈津ちゃんのご両親と話し合った結果、二人がそうしたいのであれば同棲でも婚約でも好きにさせようということになった。ただし、結婚の予定をちゃんと決めてからだ。今のままだとお祝いごとの順番が逆になりかねないからな』

『お祝いごとの順番』の意味がわからず首を捻っていたら、隣で理玖が『なるほどね、結婚の日取りさえちゃんと決まっていれば、子供ができても世間体が悪くないということか。わかった、奈津と結婚式の予定を決めるから、あとで父さんたちの都合がいい時期を教えて』としたり顔で頷いている。

　それでようやく私も理解した。

　――そうか、どうせ結婚する気があるのなら、妊娠する前にとっとと式を挙げてしまえ……と言ってるんだ。

　親たちからそういう話をされるのはかなり恥ずかしいけれど、アドバイスとしては正解だと思う。実際、最近は平日でも理玖のマンションに泊まることが増えているし、避妊しているといっても妊娠する可能性はゼロじゃない。納得したところで私も顔を真っ赤にして頷いたのだった。






　ハワイでの挙式を提案したのは理玖だ。

　二人で話し合いをしたときに、『奈津の夢を叶えようよ』とパソコンで『ハワイウエディング』のホームページを見せてきた。画面に大きく映っているのは白亜の宮殿みたいな海沿いのチャペルだ。

　彼の記憶によると、私が幼いときに『ハワイウエディング』のテレビコマーシャルを見て、『素敵！　こんなところで結婚したいな～』と瞳をキラキラさせながら言っていたのだという。理玖はそのとき画面に映っていた教会名までバッチリ記憶していて、『奈津はここで結婚式を挙げたかったんだろう？』と自信満々な顔をしてみせた。

　私のほうはといえばそんな幼い頃の戯言ざれごとなど覚えているはずもなく、詳しく話を聞く前に『海外ウエディング？　素敵だけど、どうしてハワイ？』と聞いてしまったものだから、理玖に苦虫を噛み潰したような顔をされてしまった。彼としては私が感動して抱きついてくるまでをワンセットで想像していたらしい。

　覚えていなかったことは申し訳なかったけれど、私が何気なく語った言葉を今までずっと覚えてくれていて、しかもそれを実現させようとしてくれているのは素直に嬉しい。理玖が考えていた流れとは若干違ってしまったが、私は喜んで彼に抱きつき感謝のキスをしたのだった。






　こうして十二月二十八日の今日、私たちはお互いの家族と共にホテル行きのシャトルバスに乗っている。ハワイ挙式といえば最低でも五泊というのが基本らしいのだが、我々は三泊五日の最短コースだ。北島家の男性陣が多忙なため、クリニックが休みになる年末年始を利用した。理玖はハネムーンも兼ねているのにゆっくりできないことを申し訳なさそうにしていたけれど、私的には三泊もさせてもらえるだけで十分だと思う。

　ちなみに結婚式はお互いの両親と可唯くん一家だけのこぢんまりとしたものだ。帰国後に親戚や友人、仕事の関係者を招いて大掛かりな披露宴をすることになっているため、せめて挙式だけは親しい人たちだけでアットホームにしたいと二人で決めた。本当は豪勢な披露宴など気後れしてしまうのだけれど、クリニックの次期院長である理玖が結婚後の挨拶もしないのは失礼にあたる……とおじさまに説かれ、お互いの希望に折り合いをつけた結果、こうなった。

　結婚が決まったとき、姉に『じつは私、理玖がお姉ちゃんのことを好きだってずっと勘違いしてたんだよね』と告白したら、『馬鹿だねぇ、誰がどう見てもあなたたち両想いだったのに』と言われてしまった。思春期になって私たちが会わなくなったときには夫婦で『あの二人どうなってるんだろうね。まぁ、外野が口出しすることじゃないけどさ』と話していたらしい。

　だったらそう言ってくれればよかったのにと思うけれど、たしかに恋愛は誰かに言われてするものじゃない。あの日、お互いの気持ちをぶつけ合うことは私たちにとって必要だったのだろう。






　今日はこれからワイキキビーチ沿いにある有名ホテルに荷物を預け、チェックインの時間まで自由行動となる。私と理玖は明日の挙式を控えてフェイシャルエステと衣装合わせがあるため家族とは別行動だ。現地プランナーの案内でホテル内にあるエステサロンでフェイシャルマッサージやパックをしてもらい、二人揃ってツヤツヤのお肌で衣装部屋へと向かう。

　私が明日の結婚式で着るのはオフショルダーのプリンセスラインドレスだ。日本で既に試着を済ませてあるため、こちらでは予約した通りの品かどうか、本当にこのサイズでいいかを最終確認する。結婚までの忙しさやウエディングエステの効果などで本番までに体型が変わってしまう人も少なくないのだそうだ。試着室から出ると、先にタキシードを着ていた理玖と見つめ合う。

「奈津、とても綺麗だ。明日が待ち遠しいな」

「ありがとう。理玖も、素敵だよ」

　身体のラインに合った細身のシルバータキシードはブラックのショールカラーと蝶ネクタイがアクセントになっている。日本でも一度この姿を見ているけれど、改めて見ても惚れ惚れしてしまう。

　思わず「王子様みたい……」と呟いたら、「日本でも同じセリフを聞いた」と柔らかく微笑まれる。ほら、やっぱり王子様だ。






　ホテルに戻るとチェックインを済ませてエレベーターで部屋へと向かう。今日から三泊するのは最上階のスイートルーム。白を基調としたビクトリア調の瀟洒しょうしゃな造りになっていて、窓からはエメラルドグリーンの海とダイヤモンドヘッドを一望できる。さすが世界屈指のビーチリゾートだけあって、白い砂浜にはたくさんのパラソルや水着姿で寛くつろぐ人々の姿が見えた。

「わぁ、凄い！」

　広いベランダに出て目の前の絶景に感嘆の声をあげていると、不意に後ろから抱きすくめられた。

「あっ、理玖……っ」

　首筋に唇を押し当てて、チュッチュと短いキスを繰り返してくる。

「はぁ……ここにキスマークをつけたいな。奈津が俺のモノだっていう印しるし」

「ん……っ、駄目だよ、明日はウエディングドレスを着るんだから」

　ウエディングドレスはデコルテラインがくっきり見えるデザインだ。神聖なる結婚式で首筋に痕あとなんてつけていたら神様に叱られてしまいそう。

「わかった、明日まで我慢するよ」

　ふっと苦笑した気配のあとで、理玖が私の隣に並んだ。手すりにつかまりキラキラ輝く海を見つめる。

「いよいよだな」

「うん」

「今の気分はいかがですか？　奥様」

　日本を出発する前に区役所に婚姻届を提出してきているので、正確に言えば既に私は北島奈津だ。けれど結婚式があると無いとでは心構えが違う。大切な人たちの前で神様に宣誓するということは、一生をかけてお互いを愛し、支えると誓うということなのだから。

「ちょっと緊張してるけど、ワクワクする気持ちのほうが大きいかも。一生に一度のことだし、憧れのハワイだし？」

「奈津は憧れのチャペルもすっかり忘れてたけどな」

「それは悪かったけど、時効だから許して」

　二人で顔を見合わせクスッと笑う。

「理玖はどう？　緊張してる？」

「少しだけね。でも、結婚式はもちろんだけど、俺としては奈津の合格祝いも一緒にできるのが嬉しいかな」

「えっ、もうお祝いしてもらったよ？」

　今年の十一月に私は『医療秘書技能検定』三級を取得している。これは付き合い始めてすぐの頃に理玖が『前に奈津が話してた資格のことだけど、医療秘書技能検定っていうのがある』と勧めてくれたものだ。

　資格についてはクリニックで再会したときにちょっと話しただけだったのに、理玖はその後も気にかけていろいろ調べてくれていたのだ。

　彼の愛情を改めて感じ、もっと頑張ろうと心に誓った。

　今は『医療事務検定試験』に向けて、三ヶ月間の通信講座を受講中だ。来年二月には試験を受けるつもりでいる。いずれは『診療報酬請求事務能力認定試験』も受けて、レセプト作成もできるようになりたい。

　こんなふうに前向きに考えられるようになったのも、実際に行動に移せたのも理玖のおかげだ。そして、理玖とは不釣り合いだと勝手に卑屈になって諦めていた臆病な私を卒業できたのも。

「――私にとってはこうして理玖と結婚できるっていうだけで人生最高のご褒美なんだよね。それに、先月合格してすぐに理玖がディナーに連れて行ってくれたじゃない。それでもう十分」

「ふーん、そうか、わかった」

　それから室内に戻ってスーツケースの中身をクローゼットに片付けて、シャワーを浴びてからそれぞれアロハシャツとムームーに着替える。日本ではカジュアルな印象が強いけれどハワイでは正装なのだそうだ。高級レストランでなければドレスコードに引っかからないと聞いてチェックイン前に買ってきた。

　白地に赤いハイビスカスと緑の葉がプリントされたデザインは理玖が選んでくれた。最初に理玖が十着もチョイスして、『これをぜんぶ試着して、その中から奈津が気に入ったのにしよう』と言ってくれたのだ。

「――それじゃ、行きましょうか」

　ハネムーンを兼ねているため基本的には家族と別行動なのだけど、今日の夕食は皆で一緒にとろうと約束している。

「あっ、ちょっと待った」

「どうしたの？」

　振り向いたところで右手首に何かがカチャッと嵌はめられる。

　――えっ!?

「これは……」

「ハワイアンジュエリーのバングル。奈津の合格祝いだ。それに、ムームーに似合うと思ったから」

　波がデザインされたバングルは、ハワイアンジュエリーの特徴である手彫りの一品ものの14金。

「嘘っ、ありがとう！　でも、いつ買ったの？」

　ずっと一緒に行動していたから一人で買い物に行く時間などなかったはずだ。

「奈津がムームーを試着しているあいだ。店の奥にアクセサリーショップが併設されてただろ？　そこで買っておいたんだ」

　――あっ！

「それで十着!?」

　あんなに大量に渡してくるから驚いたけれど、そうか、あれはアクセサリー選びの時間稼ぎだったんだ。

「どう？　気に入ってくれた？」

「もちろん！　だけど、私ばかり幸せにしてもらって申し訳ないよ」

「離れていた期間が長かったぶん、こうして奈津に遠慮なく贈り物ができるのが嬉しいんだ。だから俺にとってもプレゼントになってるってわけ」

　――ほら、やっぱりまた、私の幸せが積み重なった。

　彼はどこまで私を甘やかすんだろう。結婚式は明日なのに、既に感動で泣いてしまいそう。

「ありがとう。本当に嬉しいサプライズ……大切にするね」

　チュッと短いキスを交わし、今度こそ手を繋いで部屋を出た。






　家族とはホテル内のレストランで合流し、個室の丸テーブルを囲んでキングクラブやロブスター、最高級アンガスビーフのステーキを堪能した。

　甥っ子の唯央いおは六歳にして初の海外旅行で興奮気味だ。真っ先に私の隣の席を陣取って、カラカウア通りでお土産を買ったことやホテル前のビーチで遊んだことなどを話してくれた。

「奈津ちゃん、その洋服可愛いね」

「ありがとう、これは理玖が買ってくれたんだよ」

「えーっ、理玖が？　ねぇ、本当に理玖と結婚しちゃうの？　僕のほうが先に奈津ちゃんを好きになったのに、ズルくない？」

　彼は三歳くらいのときから会うたびにこんなことを言ってくれているが、六歳になっても継続中らしい。けれど彼もそのうち本当の恋を見つけるのだろう。私が唯央くらいの頃にはまだ理玖への恋心を自覚していなかったので、今の子のほうがマセているのかもしれない。

「唯央、悪いが奈津は俺のものだ。おまえはランドセルを背負しょってる同じ年の女子で我慢しておけ。それから、俺はおまえより先に奈津に惚れてたからな」理玖が身を乗り出して私越しに唯央に話しかける。

「なんだよ、おっさんのくせに」「まだ二十九歳だ。おっさんじゃない」

「もうすぐ三十だからおっさんだよ」

　大人げない応酬に私が苦笑していると、可唯くんが助け舟を出してくれた。

「ハハッ、唯央は昔から奈津ちゃんのことが好きだもんな。でも、本当は理玖のことも大好きだろう？　好きな相手なら大切にしなきゃ。明日はちゃんとおめでとうって言うんだぞ。……そうだ奈津ちゃん、本当にそのムームー、似合ってるよ」

「可唯くん、ありがとう」

　幼馴染四人の中で一番年上だった可唯くんがいつもこうしてまとめ役になってくれていたな……と懐かしく思いつつ、挙式前夜の楽しい会食を終えたのだった。






　ホテルの部屋に戻り、ドアを閉めた途端にキスされる。

「やっぱりキスマークをつけたいな」

「だから駄目だってば」

「どうしようかな……この期に及んで六歳児と兄さんに花嫁を掻かっ攫さらわれるわけにはいかないし」

　――まさか、まだ私が可唯くんに気があると思ってる!?

「えっ、疑われる余地はなかったよね？」

　いまだに気持ちを疑われているのかと顔色を変えた私を理玖がクスッと笑う。

「ごめん、冗談だって。今さら奈津の気持ちを疑うわけがない。むしろ冗談だと笑って受け流せている自分に驚いた」

　日本人離れした顔なうえチビで弱虫な自分が嫌だった。強くて優秀な異母兄に劣等感を抱いていた……と理玖が言う。

「兄さんのことは大好きだ。母親が違っていても関係ない。ただ、偉大すぎて、どう頑張ったって越えられないって気持ちがずっとあって……」

　理玖が言っていることは本当だと思う。私が見てきた二人は仲睦まじい兄弟だった。ただ、歳が離れすぎているが故に喧嘩にもならず、理玖が拗ねたり戯れたりするのを可唯くんがうまくあしらっていたという面はあったと思う。

「こんなこと、格好悪いから言いたくなかった。奈津のことでライバルみたいにも思っていたし」

　大好きな幼馴染の女の子が見つめている相手は自分じゃないと落ち込んで卑屈になっていた。

「けれど、奈津と両想いだとわかって、やっと自分を肯定できたんだ」

　自分の容姿も、幼馴染として過ごしてきた時間も無駄じゃなかったとようやく思えるようになったのだ……と三日月みたいに目を細めた。

「――だけど、冗談にしてもタチが悪かったよな。悪かった」

「そうだよ、反省してください」

「反省した。けどさ、まったく妬やかなかったわけでもないんだぞ？」

「まだ言ってる」

「違うって！　可唯じゃなくて唯央のほう。兄さんそっくりの顔で奈津を口説かれると、小さい頃の劣等感とか嫉妬とかを思い出していろいろ抉えぐられるんだって」

　理玖の葛藤を聞いたあとだけに、そう言われるともう責める気にはなれなかった。

「そうだったんだ……」

　気の利いた言葉が浮かばず床を見つめたところでグイと手首を掴まれる。

「今すぐ慰めてよ。年下の男に妻を口説かれ、せっかく買った服を他の男に褒められて妻が頬を赤らめてる、可哀想な夫なんだから」

　耳元でこそっと囁くと、避妊具のパッケージを握りしめて私を洗面台の前まで引っ張っていく。すぐさま全裸に剥むかれてしまった。

「洗面台にもたれて立って」

　言うが早いか私の前に座り込み、股のあいだに顔を寄せてきた。

「あっ、理玖っ！」

　彼が両手で私の割れ目をひらき、中心線を舐め上げる。ねっとりと舌を這わせたあとで私の太腿をじっと見つめた。次の瞬間、脚の付け根に吸い付かれ、チューッ！　と高い音がする。

「キスマーク……見えないところならいいだろう？」

　隣にもう一つ赤紫の跡をつけてから、チロリと淫靡いんびな上目遣いを向けてくる。目が合った途端に全身の細胞が期待して、奥からジワリと濡れてくる。

「もう溢れてきた。舐めるよ」

　ピチャピチャと音を立てて愛液を舌で掬われる。こんな場所でと思うのに、羞恥心がさらなる刺激へと変わっていく。

「クリがぷっくりしてきた。ここも好き？」

「好き……っ、そこも、いっぱい舐めて……」

「ふっ、積極的で嬉しいよ。ご褒美にいっぱい気持ちよくしてあげる」

　左手で花弁を左右に掻き分けると、もう片方の指先でクニクニと蕾を扱いた。ピンクの尖が顔を出したところで強く吸い上げられる。

「やぁっ！　あーーっ！」

　熱くてキツくて苦しくて。だけど気持ちよくて仕方がない。

「ああっ、いいっ、もっと……っ」

「クリが硬く勃ってる。可愛い」

　チュパチュパとしゃぶられて腰が跳ねるのを止められない。同時に指が挿入ってきた。二本指がナカを掻き混ぜたり抽送したりを繰り返す。

　蕾もナカも擦られ続け、お腹の奥がどんどん切なくなっていく。

　長い指で敏感なポイントを引っ掻かれた瞬間に、電気のような刺激が走って嬌声をあげた。

「やっ、ああーーっ！　イク……っ！」

　もうじっとしていられない。腰を捻って洗面台にしがみつく。鏡には口をだらしなく開けて恍惚とした私の顔が映り込んでいる。

「奈津、エッチな液が太腿まで垂れてきてるよ。どれだけ舐めてもキリがないな、こっちにおいで」

　腰を抱えられるようにしてヨタヨタと浴室に連れ込まれる。シャワーの下で壁に手をつくよう言われて従った。

「脚をもっとひらいて。お尻を突き出して」

　――えっ!?

　恥ずかしい格好に躊躇する間もなく、理玖がお尻の割れ目に硬いモノを押し当ててきた。すぐさま私の股のあいだをヌルヌルと往復する。剥き出しになったままの蕾も擦られて、鼻にかかった声が出る。

「んあっ！　やっ、感じる……っ」

　彼がゆっくりと腰を動かしながら前に手を伸ばしてきた。さっき散々嬲ナブられて敏感になっているソコを人差し指でクニクニと捏ね始める。

「んっ、あ……っ、やっ、凄い！　そんなに弄っちゃ、駄目……っ」

　声を殺して訴えると、理玖がクッと楽しげに喉を鳴らした。

「なんだよ、声を我慢しているの？　さっきはあんなに積極的だったのに」

「だって、バスルームだと他の部屋に声が響いちゃいそうで」

　今だって声を発するたびに広い浴室に反響している。

「聞かせてやればいいじゃないか。感じてるくせに我慢するなよ」

「じゃあ、あまり激しくしないで。声が大きくなっちゃうから」

「嫌だよ、奈津を最高に気持ちよくしてあげたいんだから」

　自信満々なのが恨めしい。私は壁に手をついたまま顔だけ後ろを振り返る。

「もう、初めてのときは、あんなに私の反応を気にしてたくせに」

「だってもう聞く必要なんてないからな」

　理玖が意地悪く片方だけ口角を上げる。

「奈津の身体なら隅々まで知ってるよ。シルクみたいに滑らかな肌も、ここにある小さなホクロも」

　言いながら、ホクロがあるであろう肩甲骨のあたりに指で触れた。

「それに、服を脱ぐと胸が案外大きいし、マシュマロみたいに柔らかくて、俺が揉むとあっという間に乳首が勃ってしまうんだ。バックのときはこの角度から突き上げて、一番奥を先っぽでグリグリされるのも好きだよな」

　まるでセリフをなぞるかのように、両手で私の胸を鷲掴み、先端を指でクニクニといじりながら昂った漲りを下から斜めに突き上げてきた。子宮口を潰すかのように硬い先端をグッ、グッと押し付けてくる。

「ああーーっ！」

　圧迫されたそこが疼いて仕方がない。私は壁に額をつけたまま腰を捻って身悶える。

「ん……っ、あっ」

「あとは、そうだな……どこをどうすれば可愛く啼ないてくれるかも知ってるよ。ココをこうすると、奈津は堪らなくなっちゃうんだよな」

　右手がするりと下りていき、濡れそぼった繁みを掻き分けた。隠れた蕾に到達すると、二本指でキュッとつまんでみせる。

「あっ、やぁっ！」

「ほらね、可愛い声だ」

　そう言う声が楽しげなのが憎らしい。

「もう……今日の理玖は、イジワルだ」

　声も絶え絶えに訴えると、彼が斜め下の方向から腰を強く押し付けてきた。

「ふっ、俺は奈津がイジワルされるのがそんなに嫌いじゃないことも知ってるよ。ほら、一緒に突き上げるともっと快いだろ？」

　奥をノックしたあとはカチカチの雁首で敏感なところを引っ掻いていく。

「ああっ、ソコは駄目ぇ！」

「奈津のイイところにわざと当ててるんだけど？　もう諦めて、いやらしくなっちゃえよ。ほら、いっぱい啼いて」

「んあっ！　ああっ！」

　もう降参、理玖の言うとおりだ。彼は私のすべてを知り尽くしている。私が見えないホクロの位置も、快いいところも弱いところも、そして彼にされることなら何だって嬉しくなってしまうことも。

　私は無駄な抵抗を諦めて、彼から与えられる快楽にどっぷりと浸ることにした。

「理玖、気持ちいい。もっと……」

　それを合図に彼は行為に没頭することにしたらしい。お喋りをやめたかと思うとここぞとばかりに一斉攻撃を開始した。胸を揉み、蕾を弄り、ナカでは抽送を開始する。これ以上ないほど膨張した漲りがグチョグチョと粘着質な音を立てながら内壁を抉る。苦しいほどの圧迫感が彼の興奮具合を伝えてきた。

「あっ、イイっ、ああーーっ！」

　あちこちからもたらされる快感に、私は背中を弓のように仰け反らせる。身体が熱くてたまらない。全身の血液が沸騰しているみたいだ。

　子宮のあたりがジンジンする。お腹の奥で快感の塊かたまりが今にも弾けようと待ち構えているのだ。

　彼がスピードアップした。撫でる指の動きもぶつける腰も、どんどん速く、強くなる。気づけば私もみずから腰を振って全身で快感を求めていた。うしろから聞こえる理玖の呼吸も荒くなる。二人のリズムが重なって、絶頂に向かって駆け上がっていく。

「あっ、いっ、イク……イっちゃうっ！」

「うわっ、締まった……っ、俺も、イク……っ」

　私が声を張り上げた直後、理玖も低い呻きと共に腰を震わせた。
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　数回拍動したあとで、ナカの理玖自身も動きを止める。ぬるっと漲りが引き抜かれ、ナカが途端に寂しくなる。力が入らなくなった私は床にぺたんと座り込んだ。

　理玖がシャンプー台に手を伸ばし、新しいパッケージを握り込むのが視線の端に映り込む。

　――えっ？

「明日に備えて手加減するから……ごめん、あと一回だけ」

　その直後、理玖が浴室の隅に立てかけられていたバスマットを床に敷いた。茫然ぼうぜんと見守っていた私をマットの上に横たえて、膝裏から私の脚を折り畳む。そのまま上からズンッ！　と剛直が突き立てられた。今果てたばかりとは思えない太さと硬さだ。私の身体を稲妻みたいな衝撃が貫く。

　――全然手加減してない！

「やっ、あーーっ！　もう、駄目……っ」

　自分の言葉と裏腹に、まだ潤いを保ったままの蜜口は理玖を難なく受け入れる。

「は……っ、イったばかりだから、ナカが敏感になってる。ほら、ヒクついてるよ」

　高い位置まで私の腰を持ち上げて、接続部を見せつけるかのようにゆっくりと抜き差しを始める。赤黒い漲みなぎりが愛液でぬらぬらとテカっており、それが蜜口に沈むたびにナカが擦られ刺激が走る。

「ここ、ぷっくり膨らんでる」

　腰の動きをそのままに、同時に親指で蕾を圧迫される。

「あっ、凄いっ！　強すぎる……っ！」

　達したあとの身体はどこもかしこも性感帯だ。余すことなく快感を拾い上げていく。肌が擦れるところぜんぶがビクビクと震えた。

　間髪を入れずにパンッ、パンッ！　と激しく抽送される。肉のぶつかる音と嬌声が浴室内に響き渡る。苦しいのにやめてほしくない。

「ごめん、優しくしたいのに……腰が止まらない……っ」

「いいよ、激しくして、理玖が気持ちいいようにして」

「駄目だ、二人で一緒に気持ちよくなるんだから」

　快感の火種は今にも弾けそうに燻っている。あとは一緒に昂みを目指すのみだ。薄いマットの上で私も必死で腰を振る。

「あっ、理玖……っ、イイっ、気持ちい……っ！」

「は……っ、もう……出るっ！」

　理玖がグッと体重をかけてきた。ドクンと漲りが拍動する。最奥が圧迫された途端に快感が弾け、刺激が背中を駆け抜ける。

「イイっ、もう……っ、イクっ！」

　瞼の裏に閃光が走った直後、私は太腿をブルッと震わせて絶頂を迎えたのだった。






「――ごめん、激しくしすぎた。キツくない？　俺は奈津のこととなると自制が効かなくなってしまう」

　彼が片手で濡れ髪を掻き上げると雫が落ちて、浴室にチャポンと小さな音が響いた。私たちは今、広いバスタブの中でまったりと湯に浸かっている。

「謝ることなんてないよ。その……私だって、ノリノリだったし？」

　うしろでハハッと理玖が笑い、同時に私を包み込んでいる身体が微かに揺れた。腰にまわされている腕に力が入る。

「さっきは『冗談だと受け流せる』……なんて言ってたくせに。ごめん、やっぱり俺は、かなり嫉妬してたみたいだ」

　声が申し訳なさげに小さくなる。かなり反省しているらしい。

「ううん、今日はいろいろ打ち明けてくれてありがとう。結婚式の前に理玖の本音が聞けてよかった」

　これは私の本心だ。すれ違いの期間が長かったのは、私たちに言葉が足りなかったからだ。逃げずに会いに行っていれば、本心を素直に伝えていれば、もっと早くに付き合えていたかもしれなかったのに。

「隣の家のドアを開ければすぐそこに理玖はいたのに。いつだって会いにいけたのに。臆病になりすぎていたなって後悔してる」

　だから今度こそ間違えたくないし、ようやく掴んだ幸せを大事に育てていきたい。

「いつも私を引っ張ってくれてありがとう。これからは理玖に頼ってもらえるように、私もどんどん行動していこうと思ってる」

　彼からもらった素敵な言葉を糧に、もっと素敵な女性、素敵な人間になれるよう頑張りたいと思うのだ。

「それじゃあ俺は、嫉妬深すぎて愛想をつかされないように頑張るよ」

「でも、理玖が妬いてくれると愛されてるって実感できるから嫌じゃない」

　彼が私の耳元に顔を寄せる。

「今日はもう我慢するけど……明日はもっと実感させる」

「おっ、お手柔らかにお願いします」

「それは無理。こんなに耐えてるんだ、手加減できるわけないだろ」

「も、もうっ」

　困ったフリをしながらも、すっかり期待してしまっている自分がいた。
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　翌日の挙式は午前十一時からで、私と理玖はその前にウエディングフォト撮影を済ませていた。ハワイのベストスポットをリムジンで移動し、さまざまな場所でさまざまなポーズの写真を撮影する。そのあとでいよいよウエディングセレモニーだ。

　ホテル併設のチャペルは白い壁と柱に囲まれた神秘的な空間だ。祭壇の向こう側は一面ガラス張りになっており、まるで外に繋がっているかのような開放的な造りになっていた。

　ハワイの強い陽射しを反射してキラキラ輝く白いチャペルと、会場に鳴り響く厳かなパイプオルガンの調べ。高校卒業直後のあの日、理玖と二人で眺めていた憧れの景色がここにある。

　大好きな父と腕を絡め、赤絨毯じゅうたんが敷かれた十メートルのヴァージンロードを一歩一歩踏みしめながら歩く。

　向かう先に見えるのは、ガラス越しに輝く美しいガーデンと真っ青な空と海。その手前には愛する人が立っていた。

　三日月みたいに目を細めた理玖と目が合った。その途端、抗えない感情が押し寄せて涙があふれてきてしまう。

　――お父さん、お母さん、今まで育ててくれてありがとう。満身創痍まんしんそういで逃げ帰った私を温かく受け止めてくれてありがとう。

　花嫁が父から新郎に託される。理玖の腕に自分の腕を絡めると、滲んだ視界の向こう側で彼が微笑みながら頷いた。

　――そして理玖……私をお嫁さんにしてくれて、本当に、本当にありがとう。






　チャペルの庭に出て結婚証明書にサインをするとウエディングセレモニーは終了だ。ここからは自由行動になるため、私と理玖はオプションで申し込んでいたサンセットクルーズへと向かう。三階建ての豪華客船に乗り込むと、窓際の特等席でゆっくりと食事をとりながらハワイの民族衣装を着た男女によるフラダンスやジャズライブを楽しむ。そのあとは船内のバーでカクテルをオーダーして日没を待った。

「そろそろデッキに出ようか」

「うん」

　室内のパノラマ展望台からも景色を観ることができるのだが、私と理玖は外に出ようと話し合っていた。

　外の空気は暖かく、今が十二月だというのが嘘みたいだ。デッキの手すりに両手を載せて、船内から漏れ聞こえるジャズの生演奏をＢＧＭに潮風に身を任せる。

　雄大にそびえるダイヤモンドヘッドに背を向けて、船首は水平線へと方向を変えた。その瞬間、燃えるような太陽が目に飛び込んできた。大きくて眩くて、畏怖いふを覚えるほどの迫力だ。

「……綺麗」

「ああ、綺麗だな」

　彼が私の肩を抱き、私は彼の肩にもたれかかる。

「この夕日を奈津と見ることができてよかった」

「うん、私も」

「……今日は優しくする。一晩中かけて奈津をたっぷり愛させて」

　理玖が耳元に唇を寄せる。こめかみに口づけてから秘めごとみたいに囁いた。

「ふふっ、初夜だし？」

「そう、今日は全身にキスするよ。俺のモノだっていう証をたくさんつけたい。なにせ初夜だからな」

　今夜の自分を想像して下半身が甘く疼く。彼は宣言どおり、ゆっくり時間をかけて全身を蕩けさせてくれるのだろう。全身にキスが落とされ花びらみたいな痕が無数につけられるに違いない。

「うん、楽しみにしてる。だから私にも……理玖をたっぷり愛させてね」






　大きな太陽が水平線の向こうに沈んでいく。黄金の光を反射して、海面がキラキラと輝いている。

「私、この景色を一生忘れない」

「ああ、俺も。奈津と過ごした時間、一緒に見た景色、ぜんぶ、絶対に忘れない。これからも、ずっと」

　互いの瞳に燃えるようなオレンジ色と愛する人の顔が映っている。自然に顔が近づいて、情熱的なキスを交わす。

　しばらくすると徐々に夕闇が降りてきて、ドーンと大きな音が鳴った。歓声とともに頭上に大きな花火が上がる。

　幼馴染で親友で恋人だった私たちの関係に、今日から『夫婦』が加わった。

















【番外編】俺の天使は可愛いが過ぎる！　ｓｉｄｅ理玖












「それじゃあ、よろしくお願いします。クリニックから帰ったばかりで疲れてるのに、本当にごめんね。困ったことがあればすぐに連絡して」

　木々の葉が秋めいてきた十月初旬、マンションの玄関で五センチヒールを履き終えた奈津が、俺を振り返った。

「大丈夫、可愛い娘と留守番なんて、ご褒美でしかないし。俺にしてみたら奈津がナンパされないかどうかのほうが心配だ」

「そうは言っても魔の二歳児だからね。くれぐれも油断しないように。……理奈、パパとお利口に待ってるんだよ～」

　俺の一番の心配を見事にスルーすると、奈津が真面目な顔で念押しをしてくる。今度は満面の笑顔になって、俺の腕に抱かれている理奈の頭を撫でた。

　――うん、今日も尊いな。

　我が家には二人の天使がいる。愛妻の奈津と娘の理奈だ。

　理奈は結婚した翌年の九月に生まれたいわゆるハネムーンベビーで、先月二歳になったばかり。奈津譲りの大きい瞳と艶つやのある真っ直ぐな黒髪を持っており、奈津と一緒に立っているとコケシかマトリョーシカを並べたみたいだ。

　こう言うと奈津は『私が幼いってこと？』と拗ねてしまうのだが、童顔で小柄な奈津が理奈を連れて歩いていると、母親というよりは従姉妹いとこのお姉さんのように見える。実際、知らない人からはそう間違われることが珍しくない。若々しくて可愛いということなのだから自慢すればいいと思うのだが、奈津としては年相応に見られないのが不満らしい。女心は複雑だ。

　その奈津が今日はそこそこ大人びて見えるのは、しっかり化粧をしているのとよそ行きの服装のせいだろう。黒いワンピースはミモレ丈で、袖がレースなのが透け感と華やかさを演出していて色っぽい。肩までの黒髪と赤い口紅が白い肌に映えている。

　――うん、やはり心配だ。

「羽織ってる白いカーディガンは絶対に脱がないように。レース越しに二の腕をジロジロ見るヤツがいるはずだから」

「ふふっ、心配し過ぎだって」

　――奈津はわかってないな。

　三連休初日の今日は奈津の大学の同窓会だ。午後二時から都内のホテルで行われることになっており、仲間数人と駅に集合して一緒に電車で向かうらしい。奈津は出産してから以前よりも肌に透明感が出ているし、可愛い容姿が醸かもし出すそこはかとない人妻の色気も男の情欲をそそると思う。電車での痴漢や同窓生からの誘惑を警戒して俺が車で送ると言ったのだが、皆でお喋りしながら行くのが楽しいと言われてしまえば仕方がない。

　当の本人は警戒心が薄く、自分よりも夫と娘のことが気掛かりらしい。これから数時間は俺が一人で理奈の面倒を見ることになるので、さっきから心配しているというわけだ。

「おっ、早くしないと遅れるぞ」

「本当だ、それじゃあ、行ってくるね」

「あっ、ちょっと待って！　俺もお利口に待ってるからご褒美がほしい」

　物待ち顔で姿勢を正す俺に奈津が首を傾げた。

「ご褒美？　お土産ってこと？」

「違うよ、理奈だけじゃなくて、俺にも行ってきますの挨拶」

「ああ、ごめん。えっと……よしよし、お利口に待ってるんだよ～」

　爪先つまさき立ちして俺の頭を撫でる奈津に、俺は「ちが～う！」と全力でツッコミを入れる。

「もう、俺がするからいいよ」

　左手だけで理奈を抱きかかえると、右手で奈津の顔を引き寄せキスをした。

「よし、行ってらっしゃい、くれぐれも事故と痴漢とナンパに気をつけて」

　これで奈津の補充は終了だ。俺は頬を赤らめた奈津を見送ると、チビ天使と二人での留守番を開始した。






「よ～し、理奈、何をして遊ぼうか。本を読む？」

「ほん、よむ～！」

「オッケー、好きなのを取っておいで」

　俺の言葉に理奈は大喜びで本棚を漁る。今のお気に入りは『三匹の子ブタ』。なので、それを持ってくるかな？　と思っていたら、案の定、表紙に子ブタが三匹並んでいる本を選んできた。何度も読まされて内容を暗記してしまっているので、文章はほとんど読まずに狼になりきって熱演してやった。

　奈津は来年理奈が幼稚園に入るまでは休職して家にいるため、俺が理奈と二人きりになることは稀まれだ。長時間のワンオペ育児がどうなるのか予想がつかなかったが、このぶんなら問題なく過ごせそうだ。

　――魔の二歳児どころか、うちの娘はエンジェルだしな。

　たしかに最近は、洋服を自分で選びたがったり、雨じゃないのに長靴を履いて出掛けたがったりと自己主張が出てきたが、そんなのは可愛いものだ。長靴が好きなら何足だって買ってやる。

　……と思っていたのだが、開始三十分も経たないうちに俺に異変が起こる。

　――まずい、眠くなってきたぞ。

　理奈の『もういっかい』攻撃には慣れているつもりだったが、昨夜は遅くまで急患の手術をしていたし、今朝はその患者の術後管理でクリニックに行っていたので疲労が溜まっている。その状態で単純な話を繰り返すのはお経を唱えるようなもので、狼になりきるのもそろそろ限界になってきた。

　――奈津にキスするくらいじゃエネルギーチャージが足りなかったか。

　どんなに疲れていても奈津を抱けば疲労回復になるのだが、昨日は帰宅が遅かったうえに奈津が寝てしまっていたため諦めて何もせずに隣で眠った。彼女も育児で疲れているから起こしたくなかったのだ。それに俺自身も今年の三月末で大学病院を辞めてクリニックの副院長に就任したばかりで、環境の変化と責任感から慢性的に気疲れしているというのもあった。

「理奈、違う本を読むか」

「いや～、こぶたさんがいい～！」

　いや、理奈、よくないんだ。このままでは俺の注意力散漫でおまえの観察がおざなりになってしまう。事故が起こってからでは遅いんだ。

　そこで俺は早くも奥の手を使うことにした。

「よし、理奈、踊るぞ」

「おどる？」

「『からだルンルン体操』だ」

　俺は奈津から授けられた起死回生の策、子ども向けテレビ番組で大人気の『からだルンルン体操』を踊ることにした。奈津からは『もしも理奈がグズったらこれで機嫌がなおるはず』と言われていたし、実際に何度も奈津と理奈が楽しく踊っている神々しい場面を目の当たりにしてきたから確実だ。

　俺は理奈と並んでテレビに向かって立つと、リモコンを操作してパソコンの動画をテレビ画面に映し出す。二人でカニさんやマンモスの動きをしているうちに、ようやく眠気が吹き飛んだ。

　それから五回ほど同じ体操を繰り返してから奈津が作っておいてくれたオヤツのりんごゼリーを食べさせる。腹ごなしに近所をぐるりと散歩している最中に歩き疲れた理奈をおぶったら、家に帰り着くまでに俺の背中で眠ってしまっていた。玄関でどうにか靴を脱がせると子供部屋のベッドに下ろし、胸まで布団を掛けてやる。寝顔を見ると、やはり奈津の幼い頃にそっくりだな……と思わず頬が緩んでしまう。

　ようやくあたりが静かになると、今度は奈津のことが心配になってきた。スマホを確認してみても彼女からの連絡は来ていない。『便りがないのはよい知らせ』というが、奈津は自分の可愛さに無自覚なところがあるから心配だ。

　そのとき急にスマホの電話が鳴った。奈津からかと期待したが、表示されている名前は奈津の母親のものだ。彼女から直接連絡が来るのは珍しいので何事かと考えながら画面をタップした。

「理玖です。お義母さん、どうかしましたか？」

『ああ、奈津から理玖くんが一人で子守をしてるって聞いたから、どうしてるかと思って』

　どうやら奈津が母親に今日のことを知らせていたらしい。

『理玖くんがもしも大変そうなら、私が理奈ちゃんを預かってもいいのよ』

　――ああ、なるほど。

　奈津の両親はマンションを売るのをやめて、理奈が生まれるタイミングで伊豆の家を引き払って元の住居に帰ってきた。伊豆に引っ越す前は甥っ子の唯央いおの面倒もよく見ていたというから元々子煩悩なのだろう。理奈が生まれてからは俺の母親と一緒に食べ物の差し入れに来てくれたり理奈を預かってくれたりしてかなり助かっている。今回も俺が困っていないかと気にかけてくれたのだ。

「大丈夫ですよ、理奈は散歩から帰ってそのまま寝ていますし……」

　そこまで話したところで俺は言葉を途切れさせた。

　――いや、待てよ。

「……お義母さん、お言葉に甘えて理奈を預かっていただいてもいいですか？」

　大歓迎だと声を弾ませる義母に、理奈を今夜から吉沢家に一泊させてもらう約束を取り付けて電話を切った。

「よっしゃ！」

　渾身こんしんのガッツポーズをしてから俺はいそいそと荷造りを開始する。理奈のお泊まりセットの内容は頭に入っているので、お気に入りのイチゴ柄のリュックにどんどん荷物を詰め込んでいった。

　準備を終えたタイミングで理奈が起きてくる。時計を見ると午後六時前だ。さっき届いたメッセージによると奈津たちは仲間内だけで二次会をしている最中だが、今から出ればちょうどいい頃合いだろう。

「よし、理奈、ママに会いに行くよ」

　寝起きでぼんやりしていた理奈が『ママ』と聞いた途端に目を輝かせる。やはり長く一緒に過ごしている母親が一番なのだろう。

　理奈を車の後部座席にあるチャイルドシートに座らせて、安全運転で二次会のカラオケ店へと向かう。駐車場から到着の報告をすると、奈津の友達が俺に会いたがっていると言う。彼女たちとは結婚披露宴のときに少し話したきりだったので、俺としても挨拶できればありがたい。

　理奈を抱いてカラオケ現場に突入すると、ドアを開けた途端に黄色い歓声と拍手で迎えられた。女性ばかりで奈津を入れて五名。そこに男がいないことにホッとする。

　自惚れているわけではないが、女性陣から騒がれるのは若い頃から慣れている。ここは夫として奈津の顔を立てておくべきと判断し、最高レベルの笑顔で全員に挨拶をしてまわった。おまけに皆からリクエストされた人気のラブソングを二曲連続で歌い上げたのだから我ながら頑張ったほうだと思う。

　奈津の膝に座っていた理奈を抱き上げると、「それじゃあ、行こうか」と奈津の手を引き上げる。

「それじゃあ、お先に失礼するね」

「今後とも妻をよろしくお願いします。それじゃあ、また」

　夫婦で並んで挨拶すると、続けて理奈が「じゃあ、また！」と俺の口真似をした。

「きゃー、理奈ちゃん可愛い！」

「理玖さん格好よすぎません!?」

「奈津がめっちゃ羨ましい」

　登場時以上の歓声に送られて、俺たちはお店をあとにしたのだった。






「――理玖、さっきはありがとうね。かなり無理してたでしょ」

　車に乗った途端に奈津が申し訳なさそうに口をひらく。

「理玖はああいうのが苦手だってわかってたんだけど、みんな酔った勢いもあってどうしても会いたいって言うものだから」

「ごめん」と顔の前で両手を合わせる奈津に俺は首を横に振る。

「謝る必要なんてないよ、俺だって奈津の友達に挨拶したかったし。あれで喜んでもらえたなら本望だ」

　それに俺としても二次会に男がいなかったことを確認できて安心したし、皆に『いい夫』アピールできたことも今後のためにはよかったと思う。何よりあれくらいで奈津を喜ばせることができるのならお安い御用だ。






　車を実家があるマンションに走らせると、車寄せについた途端に二人の母親がエントランスから飛び出してきた。どうやら待ちきれずにロビーのソファーで待機していたらしい。祖父母が大好きな理奈は大喜びで義母に抱かれて中へと消えていった。

「……それでは奥様、これから久々に二人の夜を過ごしますか」

「えっ？　あっ……うん」

　シートベルトを締めながら隣を見ると、奈津の頬がほんのりと赤く染まっている。どうやら俺の言葉の意味を理解してくれたようだ。

「ホテルを予約しておいた。今夜はそのワンピース姿のまま思いきり抱いてもいい？」

　子供ができてからは以前のように毎日は抱けていないし声も抑え気味だ。こういう機会でもなければこんなリクエストもできやしない。

　奈津は瞬きを繰り返しながらしばし考えていたが、最後に意を決したように俺を見た。

「だったら……今日は、私が頑張ってもいい？　理玖がさっき友達の前で頑張ってくれたから、その……お礼っていうか」

　言い切ったあとで恥じらうように唇をキュッと噛む。その姿と可愛い言葉に俺の下半身が熱くなる。

「もちろんだ！　でも、同窓会で疲れてるだろうから奈津は無理しないで。俺が頑張るから」

「違うの！　さっきのはただの言い訳で……私だって、久しぶりにゆっくりできるの、嬉しいし。そろそろ二人目ができてもいいかなって思うし。……だから、今夜はいっぱい、愛し合お？」

　奈津の顔がますます赤くなっていく。

「それじゃあ、今夜はナマ……」

　――天使だ！　神様、ありがとう！

　嬉しさとはち切れんばかりの性欲で堪らなくなった俺は、一刻も早く愛妻を堪能すべく、アクセルを勢いよく踏み込んだのだった。
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